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2021～2022年度
ライオンズクラブ国際協会会長

国際会長スローガン

We Serve
（我々は奉仕する）

国際会長メッセージ
Service from the Heart

（心からの奉仕）

ダグラス X. アレキサンダー

2021～2022年度
336-A地区ガバナー

ガバナースローガン

ガバナーキーワード
Overcome

蔵本　守雄

命燃やして恋せよ
ライオンズに

命燃やして恋せよ
ライオンズに

国際会長・336-A地区ガバナー  スローガン

I N D E X
表紙
ガバナー・公式訪問

情　　報

海岸・河川清掃活動

国際会長・336-A地区ガバナー  スローガン

1 REGION～9 REGION

プラスチックごみの何が問題か
「愛ビーチ・サポーター制度」海岸清掃活動
恒例の海岸清掃「カントリー大作戦」
「ＳＤＧｓに向けた、西予市海岸の海洋ごみ回収」　
主にプラスチックごみ除去を目的とした河川敷清掃活動
SDGs宣言‼ 2030年に向けて～・桜川クリーン作戦 vol.1 
きれいになったよ みんなの力で
地区奉仕活動「河川敷・海岸線・ビーチの砂浜清掃」を終えて／砂浜清掃
香南市 ヤシィパーク海岸清掃／清掃活動報告
7R-1Z 南国LC活動報告／【キャビネット基本事業海岸線清掃】活動報告
キャビネット基本事業「河川敷・海岸線・ビーチの砂浜清掃」について
松前ライオンズクラブ単独で清掃／2021年 10月26日梅津寺海岸清掃
傍示川清掃／プラスチック塵などの一掃に汗流す

今治ライオンズクラブ結成60周年記念事業
こどもたちの心に届け！「ダメ。ゼッタイ。」
高松グリーンライオンズクラブの献血奉仕
第１回献血奉仕活動報告
高知黒潮ライオンズクラブの献血と移植ドナー登録の活動について
献血と私そして骨髄バンクドナー登録
オーバーナイトハイキング出発式参加
平和記念ポスターコンテスト表彰式
ライオンズ・ビジョン
2021～2022年度第34回国際平和ポスターコンテスト審査結果　
336-A地区会員現況
物故会員
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2
0
2
1
年
8
月
7
日（
土
）、リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
新
居
浜
に
於
い
て

表
記
の
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、マ

ス
ク
の
着
用
は
勿
論
、時
間
短
縮
や
懇
親
会
を
中
止
し
て
の
実
施
と
な
り
ま

し
た
。

　

蔵
本
地
区
ガ
バ
ナ
ー
以
下
、高
松
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
の
ご
列
席
と
地
区
委

員
、Z
C
、各
ク
ラ
ブ
三
役
出
席
の
も
と
、大
橋
R
C
の
開
会
ゴ
ン
グ
及
び
歓
迎

挨
拶
で
ス
タ
ー
ト
。続
い
て
ガ
バ
ナ
ー
、副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

会
員
増
強
や
奉
仕
活
動
の
重
要
性
、特
に
海
岸
の
プ
ラ
ゴ
ミ
等
の
清
掃
活
動
な

ど
が
主
た
る
内
容
で
し
た
。

　

そ
の
後
、各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
並
び
に
委
員
長
か
ら
年
間
計
画
や
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。最
後
に
各
ク
ラ
ブ
の
今
期
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
時
間
の
都
合

に
て
各
Z
C
が
代
表
し
て
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　

右
、本
会
の
無
事
終
了
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

2
0
2
1
年
7
月
31
日（
土
）ウェル
ピ
ア
伊
予（
愛
媛
県
伊
予
市
）で
、地
区
ガ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
度
は
、コ
ロ
ナ
対
策
の
た
め
か
変
則
的

に
、1
日
の
内
で
午
前
中
に
1
リ
ジ
ョ
ン
、午
後
か
ら
3
リ
ジ
ョ
ン
の
公
式
訪
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

蔵
本 

守
雄 

地
区
ガ
バ
ナ
ー
は
、〝
地
区
ガ
バ
ナ
ー
所
信 

及
び 

運
営
方
針
〞で
、

概
ね
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
従
来
の
生
活
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、考
え
方
を
変
え
る
と
新
し
い
生
活
様
式
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
。た
だ
悲

観
す
る
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。ラ
イ
オ
ン
ズ
も
同
様
、奉
仕
活
動
の
激
減
、例

会
の
未
開
催
等
不
自
由
に
な
っ
た
が
、社
会
が
新
日
常
に
変
容
し
た
契
機
に
、ク

ラ
ブ
組
織
・
運
営
・
例
会
等
の
在
り
方
を
変
え
よ
う
。I
T
・
I
C
T
・
D
X
を

使
っ
て
会
員
の
相
互
理
解
と
社
会
へ
の
発
信
が
大
切
で
あ
る
。会
員
増
強
を
目

指
す
の
が
難
し
い
時
期
で
は
あ
る
が
、少
な
く
と
も
会
員
数
の
維
持
を
図
り
、

そ
の
中
で
も
女
性
の
比
率
増
を
し
た
い
。」以
上
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。ま

た
会
員
の
健
康
長
久
に
も
触
れ
ら
れ
、お
医
者
さ
ん
ら
し
い
会
員
思
い
の
優
し

さ
を
感
じ
ま
し
た
。

1 

R
E
G
I
O
N

2 

R
E
G
I
O
N
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2021～2022 年度
地区ガバナー公式訪問
地区ガバナー公式訪問を終えて

　

１
R-

M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員　

              　

 

川
添　

紀
明

2
R-

M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員

                

越
智　

弘
和

1
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国際会長・336-A地区ガバナー  スローガン

3 

R
E
G
I
O
N

4
・
5 

R
E
G
I
O
N

地区ガバナー公式訪問

　

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
9
月
30
日

に
解
除
さ
れ
、延
期
に
な
っ
て
い
た
４
R
・
５

R「
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
」が
10
月
10
日

に
合
同
で
ザ
・
チ
ェ
ル
シ
ー
に
て
規
模
を
縮
小

し
て
４
R
22
ク
ラ
ブ
５
R
12
ク
ラ
ブ・
各
ク
ラ
ブ

よ
り
会
長
・
第
一
副
会
長
・
幹
事
出
席
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
Ｒ
Ｃ
・
Ｌ
植
田 

康
広
の
開
会
宣
言
及
び

開
会
ゴ
ン
グ
に
始
ま
り
、地
区
ガ
バ
ナ
ー
Ｌ
蔵

本 

守
雄
は
挨
拶
の
中
で
、コ
ロ
ナ
禍
で
の
ラ
イ

オ
ン
ズ
活
動
に
ふ
れ
、医
者
の
立
場
か
ら
よ
り

深
く
、よ
り
慎
重
に
、そ
し
て
熱
く
よ
び
か
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン「
命
燃
や
し
て

恋
せ
よ
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
」キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
O
v
e
r
c
o
m
e
」を
再
確
認
し
、地

区
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
・
地
区
役
員
・
地
区
委

員
か
ら
の
要
望
事
項
報
告
が
あ
り
静
粛
の
中

に
、粛
々
と
力
強
い
公
式
訪
問
と
な
り
、閉

会
の
ご
挨
拶
を
５
R
C
・
L
藤
原 

宥
然
よ

り
頂
き
意
義
あ
る
中
身
の
濃
い
公
式
訪
問

を
終
え
、こ
の
後
行
わ
れ
ま
し
た
懇
親
会
も

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
中
で
、親
睦
を
深
め
ら

れ
た
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
７
月
31
日
午
後
よ
り
３
R
の

ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
伊
予
市
の
ウ
ェ
ル
ピ

ア
伊
予
に
て
開
催
さ
れ
た
。当
初
は
１
R
と

の
合
同
開
催
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
午
前
を
１
R
・
午
後
に
３
R
と
分
割

し
て
の
運
び
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、ガ
バ
ナ
ー
・
地
区
役
員
・
委
員
の

紹
介
が
あ
り
、次
に
各
ク
ラ
ブ
出
席
者
が

紹
介
さ
れ
山
本
誠
３
R
C
の
歓
迎
の
挨

拶
に
移
っ
た
。

　

次
に
西
園
寺
純
一
名
誉
顧
問
か
ら
ガ
バ

ナ
ー
へ
今
の
ク
ラ
ブ
の
在
り
方
及
び
例
会
の

運
営
が
現
状
で
良
い
か
を
早
急
に
見
直
す
べ

き
で
あ
り
、今
の
ま
ま
で
は
廃
れ
る
一
方
で

あ
る
と
い
う
問
題
提
起
が
行
わ
れ
た
。過
去

３
３
６‒

A
地
区
に
は
８
，０
０
０
名
以
上
の

会
員
が
い
た
が
、今
は
会
員
で
あ
る
と
い
う

魅
力
が
な
く
な
り
減
少
が
止
ま
ら
な
い
、こ

れ
は
奉
仕
の
や
り
方
は
変
化
し
て
い
る
の
に

メ
ン
バ
ー
の
考
え
方
が
変
わ
っ
て
い
な
い
、も
っ

と
若
い
世
代
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ

と
の
国
際
会
長
の
話
を
さ
れ
た
。現
代
に
対

応
す
る
ク
ラ
ブ
作
り
を
蔵
本
ガ
バ
ナ
ー
に
は

期
待
し
て
い
る
、と
述
べ
ら
れ
た
。

　

蔵
本
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
は
、今
の
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
例
会
及
び
奉
仕
活
動
も
で
き
に
く
い

状
況
で
は
あ
る
が
、モ
ニ
タ
ー
会
議
を
行
う

よ
り
も
皆
様
知
恵
を
絞
っ
て
対
面
式
で
の

会
合
・
活
動
を
お
願
い
し
た
い
旨
の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

引
き
続
き
各
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
委

員
会
か
ら
の
要
望
事
項
が
あ
り
、各
ク
ラ
ブ

会
長
の
目
標
と
抱
負
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局

か
ら
の
報
告
事
項
と
続
き
、閉
会
と
な
っ
た
。

　

ど
の
委
員
か
ら
も
会
員
増
強
と
奉
仕
活

動
の
重
要
性
の
説
明
が
あ
り
、改
め
て
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
い
う
組
織
の
存
在
意
義
・
使

命
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
会
議
で
あ
っ
た
。

3
Ｒ-

Ｍ
Ｃ
・
地
区
誌
編
集
委
員　

和
田　

誉

４
R-

M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員　

佐
久
間　

勝

５
R-

M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員　

鉄
川　

裕
崇

日　

時 

10
月
10
日（
日
）

　
　
　

 

13
：
30
〜
15
：
30

懇
親
会 

16
：
30
〜
17
：
30

場　

所 

ザ
・
チ
ェ
ル
シ
ー

2



　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
た
め
、何

度
か
の
調
整
の
の
ち
令
和
３
年
10
月
31
日
に

６
R
、７
R
合
同
の
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
が
高

知
市
三
翠
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
三

役
、地
区
役
員
・
委
員
の
総
勢
116
名
で
蔵
本

守
雄
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
は
じ
め
、高
松
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
役
員
の
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

開
会
宣
言
か
ら
は
じ
ま
り
、藤
戸 

啓
朗

６‐

R
C
の
開
会
宣
言
・
ゴ
ン
グ
に
始
ま
り
歓

迎
の
挨
拶
の
の
ち
、酒
井 

公
一
前
地
区
ガ
バ

ナ
ー
・
地
区
名
誉
顧
問
会
議
長
か
ら
激
励
の

こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、そ
の
後
蔵
本
守
雄
ガ
バ

ナ
ー
の
ご
挨
拶
と
な
り
ま
し
た
。副
地
区
ガ
バ

ナ
ー
の
ご
挨
拶
の
の
ち
に
、蔵
本
ガ
バ
ナ
ー
か

ら
の
運
営
方
針
の
説
明
、地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
・
地
区
役
員
か
ら
の
要
望
事
項
と
議
事

は
続
き
ま
し
た
。年
次
大
会
の
案
内
の
の
ち
、

宇
都
宮
博
史
7
R‐

R
C
に
よ
り
閉
会
宣
言

が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
の
ち
に
、感
染
症
対

策
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
会
場
で
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

6
・
7 

R
E
G
I
O
N

8 

R
E
G
I
O
N
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秋
を
感
じ
さ
せ
る
気
温
の
中
、当
初
8
月

28
日
に
予
定
し
て
い
た
8
・
9
Ｒ
合
同
の
ガ
バ

ナ
ー
公
式
訪
問
は
、コ
ロ
ナ
感
染
急
増
の
た
め
延

期
と
な
り
、今
回
は
8
Ｒ
単
独
で
の
ガ
バ
ナ
ー
公

式
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、午
後
3
時
よ
り
、向
Ｒ
Ｃ
の
誘
導

で
蔵
本
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、長
尾
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

幹
事
等
14
名
の
役
員
が
8
Ｒ
の
地
区
役
員
、

地
区
委
員
及
び
8
Ｒ
の
14
ク
ラ
ブ
の
会
長
、

幹
事
、
会
計
の
約
50
名
に
拍
手
で
迎
え
ら

れ
て
入
場
。
司
会
の
圃
山
1
Ｚ-

Ｚ
Ｃ
の
ア
ナ

ウ
ン
ス
に
よ
り
、向
Ｒ
Ｃ
が
力
強
く
開
会
宣
言

を
行
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
2
Ｚ-

Ｚ
Ｃ
が
地
区
ガ
バ
ナ
ー
並
び
に

地
区
役
員
、地
区
委
員
の
紹
介
及
び
ク
ラ
ブ

出
席
者
の
紹
介
、向
Ｒ
Ｃ
の
歓
迎
の
挨
拶
、続

い
て
、川
辺
元
地
区
名
誉
顧
問
は｢

温
厚
、 

誠
実
な
地
区
ガ
バ
ナ
ー
で
す｣

と
の
紹
介
の
あ

と
、蔵
本
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
登
壇
し
、運
営
基

本
方
針
を
示
さ
れ
ま
し
た
。

①
ガ
バ
ナ
ー
声
明

　
「
ク
ラ
ブ
の
あ
り
方
を
考
え
よ
う
」

②
ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
命
燃
や
し
て
恋
せ
よ 

ラ
イ
オ
ン
ズ
に
」

③
ガ
バ
ナ
ー
主
題

　
「
会
員
の
健
康
長
久
と
コ
ロ
ナ
に
耐
え
て
の　

　

奉
仕
活
動
」

④
キ
ー
ワ
ー
ド「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」

　

キ
ー
ワ
ー
ド
の「
Ｏ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」は
、コ

ロ
ナ
を
克
服
し
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
理
念
を
貫
こ
う

と
い
う
気
持
ち
を
強
く
表
現
さ
れ
た
言
葉
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

市
村
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、山
崎
第
二
副

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
挨
拶
の
後
、高
岡
、真
鍋
、松

前
の
各
地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
及
び
安
戸
、宮

内
、朝
田
の
各
地
区
委
員
長
か
ら
の
要
望
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。各
ク
ラ
ブ
会
長
が
今
年
度
の

目
標
と
抱
負
を
述
べ
た
後
、要
望
事
項
及
び
質

疑
事
項
の
応
答
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

開
催
時

は
ゴ
ン
グ
の
用
意
を
忘
れ
て
い
た
た
め
ら
鳴
さ

ず
に
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、閉
会
時
は
ゴ
ン

グ
を
鳴
ら
し
、無
事
終
了
と
な
り
ま
し
た
。休

憩
す
る
間
も
な
く
、清
水
2
Ｚ-

Ｚ
Ｃ
の
司
会

に
よ
り
意
見
交
換
会
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
こ
と
も
有
り
、食
事
は
弁
当
形
式

と
な
り
親
睦
を
図
る
と
い
う
意
味
で
は
物
足
り

な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

来
年
の
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
は
、コ
ロ
ナ
に
影

響
さ
れ
る
こ
と
な
く
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
強
く

期
待
し
ま
す
。

日
時 

10
月
23
日（
土
）

場
所 

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
徳
島

6
Ｒ-

Ｍ
Ｃ
・
地
区
誌
編
集
委
員　

又
川　

泰
一

７
Ｒ-

Ｍ
Ｃ
・
地
区
誌
編
集
委
員　

山
﨑　

浩

8
R-

M
C
・
地
区
誌
編
集
委
員　

藤
田　

清
人

日
時 

10
月
31
日（
日
）

場
所 

三
翠
園 
11
：
30
〜
14
：
55

3
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R
E
G
I
O
N

地区ガバナー公式訪問

　

８
Ｒ･

９
Ｒ
合
同
で
８
月
末
に
開
催
予
定

で
あ
っ
た
地
区
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪
問
も
コ
ロ
ナ

の
感
染
拡
大
で
延
期
と
な
り
、２
つ
の
リ
ジ
ョ

ン
の
諸
事
情
か
ら
個
別
に
開
催
し
た
。地
区

ガ
バ
ナ
ー
・
高
松
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
役
員
、 
９
Ｒ

地
区
役
員
、９
Ｒ
の
12
ク
ラ
ブ
の
三
役
な
ど
総

勢
54
名
が
参
加
し
て
開
催
し
た
。
岩
佐 

典

秀
Ｒ
Ｃ
は
歓
迎
の
挨
拶
で
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
会
式
で
阿
波
踊
り
の
原
型「
津
田
の
盆

踊
り
」が
歌
わ
れ
感
動
し
た
こ
と
、徳
島
県

内
の
外
国
人
労
働
者
に
郷
土
芸
能
を
紹
介

す
る
な
ど
の
地
区
文
化
交
流
促
進
な
ど
を

話
さ
れ
た
。蔵
本 

守
雄
地
区
バ
ナ
ー
は
挨
拶

で
ス
ロ
ー
ガ
ン「
命
燃
や
し
て
恋
せ
よ 

ラ
イ
オ

ン
ズ
に
」へ
の
強
い
思
い
を
話
さ
れ
た
。

　

ま
た
、地
区
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
各
委
員

長
か
ら
の
要
望
を
受
け
、各
ク
ラ
ブ
の
参
加

者
は
今
後
の
活
動
に
強
い
決
意
を
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

9
Ｒ-

Ｍ
Ｃ
・
地
区
誌
編
集
委
員　

石
川　

好
文

日
時 
10
月
23
日（
土
）

場
所 
ザ
・
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス（
徳
島
市
）

2021～2022年度 地区ガバナー公式訪問お疲れ様でした

4
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大
気
中
の
CO2
蓄
積
に
よ
る
気
候
変
動
が

地
球
規
模
で
生
じ
て
い
る
が
、身
の
回
り
に

あ
ふ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み（
以
下
プ

ラ
ご
み
）も
同
様
で
、ス
ー
パ
ー
な
ど
の
食
品

売
場
は
プ
ラ
容
器
で
溢
れ
て
い
る
。ガ
バ
ナ
ー

は
今
年
度
の
統
一
奉
仕
事
業
と
し
て「
プ
ラ

ご
み
の
河
川
敷
や
海
岸
線
か
ら
の
一
掃
」を

あ
げ
て
い
る
。こ
の
プ
ラ
ご
み
は
外
力
や
紫

外
線
で
劣
化
し
5
ミ
リ
以
下
の
マ
イ
ク
ロ
、ミ

ク
ロ
、ナ
ノ
サ
イ
ズ
に
細
片
化
さ
れ
る
が
分
解

さ
れ
る
こ
と
な
く
、寿
命
も
な
く
地
球
に
蓄

積
さ
れ
て
い
く
。そ
れ
ら
を
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
、

魚
貝
類
が
摂
取
し
す
で
に
人
体
に
入
っ
て
き

て
い
る
。こ
の
10
年
に
お
い
て
有
害
性
は
未

知
数
だ
が
、添
加
剤
な
ど
有
害
な
化
学
物

質
が
体
内
に
入
り
、内
部
か
ら
攻
撃
す
る
と

さ
れ「
ト
ロ
イ
の
木
馬
」に
例
え
ら
れ
て
い

る
。妊
婦
で
は
血
中
を
通
し
て
胎
盤
に
達
し

胎
児
へ
の
悪
影
響
も
動
物
実
験
か
ら
懸
念

さ
れ
て
い
る
。子
々
孫
々
へ
の
悪
影
響
が
心

配
で
あ
る
。

　

英
の
大
学
の
調
査
で
は
、人
は
食
物
摂
取

で
1
人
当
た
り
年
間
5
万
個
を
超
え
る
微

小
プ
ラ
を
摂
取
し
、魚
介
類
を
好
ん
で
食
べ

る
日
本
人
は
世
界
平
均
よ
り
多
く
、3
倍

以
上
に
及
ぶ
と
指
摘
し
て
い
る
。海
洋
だ
け

で
な
く
空
気
中
に
も
漂
う
ミ
ク
ロ
や
ナ
ノ
サ

イ
ズ
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
肺
か
ら
も
血
中
へ

入
る
。

　

プ
ラ
ご
み
を
食
べ
る
魚
介
類
は
食
物
連

鎖
で
蓄
積
し
死
ん
だ
り
、ま
た
栄
養
不
足
で

個
体
は
育
た
な
く
な
っ
た
り
す
る
。ウ
ミ
ガ
メ

が
浮
か
ぶ
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
ク
ラ
ゲ
と
思
い
食
べ

て
死
ん
で
い
き
、海
鳥
も
同
様
に
個
体
数
を

減
ら
し
生
態
系
全
体
が
縮
小
に
向
か
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

海
岸
線
の
数
100
倍
の
プ
ラ
ご
み
が
海
底

に
沈
ん
で
い
る
。ペッ
ト
ボ
ト
ル
や
ト
レ
イ
、ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
、護
岸
の
岩
場
や
テ
ト
ラ
ポ
ッ

ト
の
隙
間
に
入
り
込
ん
で
い
る
が
、一
見
無

い
よ
う
に
見
え
る
。漁
師
の
漁
具
・
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
箱
も
海
に
捨
て
ら
れ
、地
球
全
体
で

海
洋
破
壊
が
進
ん
で
い
る
。

　

目
に
見
え
る
海
岸
で
は
諸
団
体
に
よ
る

プ
ラ
ご
み
清
掃
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。世
界

各
国
も
対
策
に
乗
り
出
し
、使
い
捨
て
プ
ラ

製
品
の
削
減
、回
収
再
利
用
、代
替
製
品
の

開
発
へ
と
法
的
に
も
講
じ
ら
れ
始
め
た
。CO2

の
問
題
も
あ
る
が
焼
却
も
や
む
な
し
。E
U

は
使
い
捨
て
食
器
の
禁
止
を
打
ち
出
し
、欧

州
海
岸
ご
み
7
割
削
減
へ
と
舵
を
切
っ
て
い

る
。米
国
で
は
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
ス
ト
ー
リ
ー
〜
ぼ

く
ら
が
作
る
2
0
5
0
年
〜
」が
作
ら
れ
、

日
本
語
訳
に
日
本
の
子
供
た
ち
に
よ
る
吹

き
替
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

環
境
省
と
経
済
産
業
省
は
2
0
2
1

年
8
月
、使
い
捨
て
プ
ラ
製
品
12
品
目
を
無

料
で
提
供
し
て
い
る
業
者
に
対
し
、使
用
削

減
の
義
務
付
け
の
方
針
を
示
し
有
料
化
や

再
生
素
材
へ
の
転
換
を
促
し
て
い
る
。コ
ン
ビ

ニ
各
社
も
具
体
策
の
立
案
を
急
い
で
い
る
。

　

何
よ
り
プ
ラ
ご
み
を
自
然
界
に
放
出
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
何
が
問
題
か

伊
予
土
居
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

            　

            

2
R
C　

大
橋　

勝
英

5
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松
山
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、環
境

保
全
活
動
と
し
て
前
期
ま
で
毎
年
2
回
の

愛
媛
県
が
管
轄
す
る「
愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー

タ
ー
制
度
」と
し
て
石
手
川
河
川
清
掃
を
行
っ

て
お
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
、河
川
敷
の一
定
区

間（
原
則
と
し
て
200
m
〜
500
m
）に
つ
い
て
、自

発
的
な
河
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、こ
れ

ら
の
団
体
に
河
川
の
愛
護
サ
ポ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
、行
政
と
地
域
住
民
の
合
意
・
協
働

に
よ
り
、美
し
い
河
川
環
境
を
創
り
出
し
て

い
こ
う
と
す
る
取
組
み
で
す
が
、近
年
喜
ば

し
い
こ
と
に
ゴ
ミ
の
量
が
少
な
く
な
り
、も
っ

と
必
要
な
と
こ
ろ
に
奉
仕
す
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
前
期
よ
り
ク

ラ
ブ
内
で
上
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　

松
山
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、他
に
も

環
境
保
全
活
動
と
し
て
他
に
北
条
長
浜
海

岸（
道
の
駅 

風
和
里
前
）の
海
岸
清
掃
を

年
に
1
回（
毎
年
5
月
頃
）し
て
お
り
、こ
ち

ら
の
方
が
毎
回
ゴ
ミ
の
量
が
多
い
た
め
石
手

川
河
川
清
掃
よ
り
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い

か
と
い
こ
と
で
、今
期
か
ら
環
境
委
員
長
の

手
配
の
元
、愛
媛
県
が
管
轄
す
る「
愛
ビ
ー

チ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」に
取
り
組
む
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
「
愛
ビ
ー
チ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」と
は
、先

ほ
ど
の「
愛
リ
バ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
制
度
」と
同

様
、愛
媛
県
公
共
土
木
施
設
愛
護
事
業
の一

環
と
し
て
、県
管
理
の
海
岸
・
港
湾
緑
地
の一

定
区
域
に
つ
い
て
、自
発
的
な
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
、こ
れ
ら
の
団
体
に
海
岸
・

港
湾
緑
地（「
海
岸
」）の
愛
護
サ
ポ
ー
タ
ー

と
な
り
、行
政
と
地
域
住
民
の
合
意
・
協
働

に
よ
り
、美
し
い
海
岸
環
境
を
創
り
出
し
て

い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
、登
録
団
体
に

は
、海
岸
の
除
草
や
清
掃
美
化
活
動
を
年

間
2
回
以
上
行
う
制
度
と
な
り
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
へ
の
支
援
と
し
て
、県
及
び
市

町
等
は
、「
愛
ビ
ー
チ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
」と
し
て

登
録
さ
れ
た
団
体
名
を
記
し
た
表
示
板
の

設
置
、軍
手
や
ゴ
ミ
袋
等
の
提
供
、収
集
し

た
ゴ
ミ
の
回
収
・
処
分
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
損
害

保
険
の
加
入
等
の
支
援
が
あ
り
ま
す
。

　

今
期 

蔵
本
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
計
画
の
中

で
、地
区
の
奉
仕
活
動
と
し
て
今
年
の
地
区

奉
仕
活
動
は
ク
ラ
ブ
の
地
域「
河
川
敷
、海

岸
線
、ビ
ー
チ
の
砂
浜
清
掃
活
動
を
す
る
」

こ
と
を
提
案
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
の
で
、丁

度
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

　

候
補
地
を
市
役
所
に
打
診
し
つ
つ
梅
津

寺
海
水
浴
場
を
候
補
に
上
げ
ま
し
た
が
、

市
内
か
ら
近
く
、駐
車
場
が
確
保
で
き
て
い

る
と
の
理
由
で
、和
気
浜
緑
地
・
堀
江
・
和

気
海
水
浴
場
が
決
定
地
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
環
境
委
員
長
に
、当
地
を
下
見
し
て

も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、小
さ
な
子
供
が
遊
ん
で
い

た
り
、近
隣
の
方
々
が
犬
の
散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン

グ
を
し
て
お
り
、住
民
の
憩
い
の
場
な
ん
だ

な
と
肌
で
感
じ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
し
て
2
0
2
1
年
11
月
14
日
早
朝
よ

り
、今
期
第
1
回
目
の「
愛
ビ
ー
チ
海
岸
清

掃
」と
し
て
、和
気
浜
緑
地
・
堀
江
・
和
気
海

水
浴
場
の
清
掃
活
動
を
行
い
、と
て
も
清
々

し
く
充
実
し
た
気
持
ち
を
メ
ン
バ
ー
及
び
メ

ン
バ
ー
の
家
族
と
共
有
で
き
、こ
の
海
岸
清

掃
活
動
に
取
り
組
め
た
こ
と
に
喜
び
を
感

じ
ま
し
た
。

　

次
回
は
、３
月
頃
の
予
定
で
第
2
回
目
の

愛
ビ
ー
チ
海
岸
清
掃（
環
境
保
全
）活
動
を

す
る
予
定
で
す
。

「
愛
ビ
ー
チ
・
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」
海
岸
清
掃
活
動

松
山
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

                  

M
C
委
員
長　

近
藤　

淳

6
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令
和
３
年
11
月
７
日
、今
治
の
ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
の
皆
さ
ん
と
我
が
今
治
く
る
し
ま
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
で
海
岸
清
掃
を

行
う「
カ
ン
ト
リ
ー
大
作
戦
」が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。夏
に
予
定
し
て
い
た
も
の
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
延
期
さ
れ
、今
回

改
め
て
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

合
同
で
の
開
会
式
に
て
八
木
会
長
が
ご
挨

拶
申
し
上
げ
、そ
の
後
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

皆
さ
ん
と
共
に
海
岸
清
掃
を
開
始
。

　

砂
浜
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
片
や
ガ
ラ
ス
片

な
ど
の
小
さ
な
ゴ
ミ
が
多
く
、我
々
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
大
人
た
ち
よ
り
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の
子
供
た
ち
の
ほ
う
が
見
つ
け
る
の
が

得
意
そ
う
で
し
た
。

　
「
こ
ん
な
の
あ
っ
た
よ
！
」と
珍
し
い
も
の

が
あ
る
と
見
せ
に
き
て
く
れ
た
り「
こ
こ
に

い
っ
ぱ
い
落
ち
て
る
よ
！
」と
満
面
の
笑
み
で

教
え
て
く
れ
た
り
。小
さ
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ

ミ
や
ビ
ニ
ー
ル
を
見
つ
け
て
は
私
た
ち
会
員

が「
こ
の
小
さ
な
ゴ
ミ
を
魚
が
食
べ
た
ら
・・・
」

と
、子
ど
も
た
ち
に
教
え
な
が
ら
一
緒
に
ゴ

ミ
拾
い
を
し
ま
し
た
。一
方
石
垣
の
配
置
さ

れ
た
岸
壁
部
に
は
、漂
着
し
た
大
型
の
木
や

漁
具
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
ゴ
ミ

が
多
く
、こ
ち
ら
は
私
た
ち
大
人
の
出
番
で

す
！
シ
ー
ズ
ン
オ
フ
の
海
岸
に
も
か
か
わ
ら

ず
、１
時
間
程
の
清
掃
で
20
袋
を
超
え
る
ゴ

ミ
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

清
掃
後
に
は
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
重
要

な
ス
キ
ル
で
あ
る
ロ
ー
プ
を
使
い
２
人
で
引
き

合
っ
て
倒
し
あ
う
ロ
ー
プ
相
撲
の
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。我
々
く
る
し
ま
ラ

イ
オ
ン
ズ
は
、最
初
は
子
供
た
ち
が
や
っ
て
い

る
の
を
微
笑
ま
し
く
見
守
っ
て
い
ま
し
た
が
、

な
ん
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
側
か
ら
私
達
に
対

戦
要
求
！
我
々
か
ら
は
精
鋭
３
名
が
参
戦

し
、子
供
た
ち
相
手
に
大
人
の
力
を
臆
面
な

く
発
揮
。空
気
を
読
ま
な
い
大
人
た
ち
と
、

空
気
を
読
ん
だ
子
供
た
ち
の
お
か
げ
で
２

勝
１
敗
の
好
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た（
笑
）

　

開
会
式
の
挨
拶
で「
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の

目
的
は
、立
派
な
大
人
に
な
る
こ
と
。社
会

が
よ
く
な
る
こ
と
を
す
る
と
。」と
あ
り
ま

し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
て

い
た
ア
ク
ト
で
あ
り
ま
し
た
が
、ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
の「
社
会
を
良
く
す
る
事
」と
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の「
わ
れ
わ
れ
は
奉
仕
す
る
」の
理

念
が
世
代
を
超
え
て
合
致
し
た
、素
晴
ら
し

い
ア
ク
ト
で
し
た
。そ
し
て
、来
年
の
ロ
ー
プ
相

撲
も
勝
ち
に
行
こ
う
と
誓
っ
た
の
で
あ
り
ま

し
た（
笑
）

恒
例
の
海
岸
清
掃
「
カ
ン
ト
リ
ー
大
作
戦
」

今
治
く
る
し
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

               

M
C
委
員
会　

委
員
長　

伊
藤　

琴
未
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西
予
市
は
、愛
媛
県
の
南
部(

南
予
地

方)

中
央
に
位
置
し
、東
は
高
知
県
境
の
四

国
カ
ル
ス
ト
の
山
々
と
接
し
、西
は
宇
和
海

に
面
す
る
標
高
差
1,
4
0
2.
8ｍ
、面
積

は
、5
1
4
，3
4
㎢
を
誇
る
ま
ち
で
す
。

宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
、西
予
市
の
西

部
に
あ
り
、海
岸
部
の
三
瓶
町
と
明
浜
町
に

隣
接
し
、海
産
物
を
は
じ
め
柑
橘
類
も
豊

富
で
品
質
の
良
い
農
水
産
物
を
食
す
る
地

域
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
ク
ラ
ブ
は
、松
崎
会
長
を
中
核
と
し

て
ガ
バ
ナ
ー
の
精
神
を
重
ん
じ
、横
の
つ
な
が

り
を
モ
ッ
ト
ー
に
各
種
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。今
回
、隣
接
す
る
三
瓶
町
と
明
浜

町
に
お
い
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
精
神
を
発
揮
し

ま
し
た
の
で
一
部
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

10
月
24
日（
日
）8

:
00
〜
12

:

00
ま
で
、

約
4
時
間
海
岸
線
で
海
洋
ご
み
回
収

の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し

ま
し
た
。三
瓶
町
は
、周
木
海
岸
の
池
の

浦
地
区
と
明
浜
町
は
大
早
津
海
水
浴
場

（
あ
け
は
ま
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
）の
2
海

岸
で
活
動
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、三
瓶

ラ
イ
オ
ン
ズ
と
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
協
賛
で

28
名
の
参
加
で
し
た
。　

　

海
洋
ご
み
は
、ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ペッ
ト
ボ
ト

ル
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
等
が
中
心
で
海
洋
に

投
棄
さ
れ
た
浮
遊
物
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

Ｒ
Ｃ
会
員
も
改
め
て
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」の
対
応

の
必
要
性
を
身
を
も
っ
て
感
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
と
は
、「
持
続
可
能
な
開
発
目

標
」を
指
し
て
お
り
、環
境
・
社
会
問
題

（
貧
困
・
飢
餓
・
幸
福
や
健
康
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
・
衛
生
・
責
任
あ
る
消
費
・
地
球
温

暖
化
・
温
室
効
果
ガ
ス
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
）を
扱
う
分
野
で
す
。私
た
ち
は
、

そ
の
ほ
ん
の一
部
で
あ
る
海
洋
ご
み
回
収
に

取
り
組
ん
だ
わ
け
で
す
。

　

海
洋
ご
み
の
一
つ
、海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
は
、日
本
近
海
を
は
じ
め
世
界
を
回

遊
し
て
お
り
、海
洋
ゴ
ミ
は
莫
大
な
も
の

と
推
測
さ
れ
ま
す
。浮
遊
物
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
だ
け
で
は
な
く
、問
題
は
ペッ
ト
ボ
ト
ル
が

劣
化
し
、5
㎜
以
下
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
呼
ば
れ
る
ご
み
に
変
化
し
、目
に
見
え

ず
粒
子
と
な
り
現
在
海
の
中
を
漂
っ
て
い

る
の
で
す
。海
洋
生
物（
鯨
・
イ
ル
カ
・
ウ
ミ

ガ
メ
等
）が
海
の
水
を
取
り
込
み
こ
と
で
蓄

積
さ
れ
、海
洋
生
物
が
生
命
の
危
機
に
直

面
し
て
い
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。「
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
」

の
取
り
組
み
の
深
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、海
洋
ご
み
回
収
で
培
っ
た
奉
仕

の
精
神
を
積
み
重
ね
、ウ
イ
サ
ー
ブ
で「
持

続
可
能
な
環
境
と
社
会
」の
形
成
に
宇
和

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
し
て
、邁
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

海
洋
ご
み
の
回
収
を
す
る
Ｒ
Ｃ
会
員
、回

収
し
た
ご
み
、三
瓶
・
宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
皆

さ
ん
で
す
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
向
け
た
、

　
　
　

西
予
市
海
岸
の
海
洋
ご
み
回
収
」　

宇
和
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
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今
年
は「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
除
去
を
目

的
と
し
た
清
掃
活
動
」と
い
う
ガ
バ
ナ
ー
方

針
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
清
掃
活
動
を
行

う
か
ク
ラ
ブ
内
で
検
討
し
た
と
こ
ろ
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
問
題
は
今
年
度
限
り
の
も
の

で
は
な
く
、将
来
に
継
な
が
っ
て
お
り
、そ
れ

は
未
来
を
担
う
若
い
世
代
を
巻
き
込
ん

だ
も
の
が
望
ま
し
い
、と
い
う
意
見
が
出
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
毎
年
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
て
い
る

「
少
年
野
球
大
会
」を
そ
の
機
会
と
し
ま

し
た
。

　

10
月
2
日
、丸
亀
市
を
流
れ
る
一
級
河

川
の
土
器
川
の
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
開
催

場
所
で
、野
球
大
会
の
前
の
時
間
を
利
用

し
、周
囲
の
河
川
敷
も
含
め
て
参
加
し
た
子

供
た
ち
、そ
の
保
護
者
と
と
も
に
清
掃
活
動

を
し
ま
し
た
。当
日
は 

ひ
と
つ
な
い
好
天
に

恵
ま
れ
、野
球
日
和
は
も
と
よ
り
、絶
好
の

清
掃
活
動
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、河
川
敷
は
整
備
が
行
き
届
い

て
い
る
の
で
ご
み
は
あ
る
の
か
？
と
い
う
心
配

を
よ
そ
に
た
く
さ
ん
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
含
め
て

回
収
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
に
通
じ
て
、

子
供
た
ち
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
に
つ
い
て
考
え
て
も

ら
う
良
い
機
会
に
な
っ
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

主
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
除
去
を
目
的
と
し
た

河
川
敷
清
掃
活
動丸亀

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

            　

         

会
長　

岩
井　

勝
英
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S
D
G
s.
No　
14
開
発
目
標-

　
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

　

う
ん
？ 

そ
り
ゃ
何
だ
⁉

　

S
D
G
s.…

そ
の
意
味
す
ら
ほ
と
ん
ど

解
っ
て
い
な
か
っ
た
我
が
ク
ラ
ブ
の
面
々
が
あ

る
日
突
然
走
り
出
し
た
。出
来
る
こ
と
か
ら

ち
ょっ
と
ず
つ
の
精
神
で
。

　

我
々
の
住
む
町
は
、昔
か
ら
美
し
い
瀬
戸

内
海
に
ド
ッ
プ
リ
と
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
。

　

今
、海
岸
に
無
惨
に
散
乱
し
て
い
る
プ
ラ

ゴ
ミ
の
山
。な
ん
だ
？ 

こ
り
ゃ
？

　

話
は
ド
ン
ド
ン
大
き
く
な
る…

青
少
年

を
巻
き
込
ん
で「
チ
ー
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
」を
創

ろ
う
！ 

そ
し
て
、我
が
町
か
ら
ゴ
ミ
を
撲
滅

し
よ
う
と
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
絆
を
紡
ぐ
・

W
e 

S
e
r
v
e
！
」な
ん
だ
か
ら
。

　

川
は
上
流
か
ら
下
流
に
流
れ
、や
が
て
海

に
注
ぐ…

と
い
う
わ
け
で
最
初
の
一
歩
は

「
桜
川
」の
上
流
ま
で 

ウ
ォ
ー
ク
&
リ
サ
ー
チ

し
て
み
よ
う
と
な
っ
た
の
が
事
の
顛
末
。

　

参
加
メ
ン
バ
ー
21
名
に「
多
度
津
高
校
」・

「
R
I
T
A
学
園
高
校
」・「
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
」ま
で
巻
き
込
ん
で
事
前
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
幾
度
も
重
ね
、
11
月
3
日（
文
化
の
日
）・

「
チ
ー
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
」
総
勢
45
名
で
い
ざ

決
行
と
な
っ
た
。

　

事
前
準
備
は
万
全
！ 

諸
官
庁
届
出
・
保

険
・
A
E
D
積
載
車
・
救
急
箱
・
ド
ク
タ
ー
・

ト
イ
レ
ス
ポ
ッ
ト
・マ
ス
コ
ミ
対
応
e
t
c…

秋
晴
れ
・
微
風
・
気
温
20
℃
。

　

さ
あ
、
7.5
㎞ 

桜
川
ウ
ォ
ー
ク
&
リ
サ
ー
チ

の
始
ま
り
だ
。

　

桜
川
は
源
流
を
善
通
寺
市
と
し
、途
中

か
ら
4
本
の
支
流
に
分
か
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
東
桜
川
を
除
く
3
本
の
川
を
リ

サ
ー
チ
。

　

秋
晴
れ
の
中
、午
前
8
時
・
町
役
場
前
を

4
チ
ー
ム
に
編
成
し
て
ス
タ
ー
ト
！

　

心
地
よ
い
風
を
感
じ
な
が
ら
田
園
風
景

の
中
、全
員
元
気
に
上
流
へ
と
進
行
す
る
。

　

多
度
津
山
〜
天
霧
山
〜
屏
風
ヶ
浦
〜

讃
岐
富
士…

と
仰
ぎ
見
な
が
ら
ゴ
ミ

チ
ェッ
ク
！

　

多
度
津
っ
て
い
い
町
な
ん
だ…

と
思
う
。

　

が
し
か
し
、折
り
返
し
ポ
イ
ン
ト
あ
た
り

か
ら…

　
（
い
る
い
る
⁉
）口
数
少
な
く
バ
テ
気
味
の

L.
C.
メ
ン
バ
ー
。青
少
年
は
元
気
だ
！

　
（
あ
る
あ
る
⁉
）ペッ
ト
ボ
ト
ル・
空
缶
・
吸

殻
・
ガ
ラ
ス
瓶
・
弁
当
箱 

等
々
い
た
る
所
に

ポ
イ
捨
て
ゴ
ミ
を
発
見
。

　

い
っ
た
い
誰
が
い
つ
捨
て
る
の
か
？

何
故
、何
故
、何
故 

と
疑
問
の
声
し
き
り
。

　

と
い
う
わ
け
で
、約
2
時
間
30
分
の
桜
川

ウ
ォ
ー
ク
&
リ
サ
ー
チ
は
無
事
終
了
し
た
。

   

《 

F
u
t
u
r
e 

c
o
u
r
s
e 

o
f 

a
c
t
i
o
n 

》

• 

各
チ
ー
ム
の
意
見
を
参
考
に
解
決
プ
ラ
ン

　

を
作
成
し
実
行
に
移
す
。

• 

我
々
で
出
来
る
こ
と
・
行
政
に
依
頼
す
る

　

事
を
し
っ
か
り
見
極
め
る
。

※

看
板
の
掲
示
・
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
・
自

治
会
と
話
し
合
う
・
ゴ
ミ
箱
を
置
く
・
町
を

あ
げ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
町
民
の

意
識
を
高
め
る
・
雑
草
を
刈
り
花
壇
を
造

る 

e
t
c…

〜
出
来
る
こ
と
か
ら
ち
ょっ
と
ず
つ
〜

　

こ
れ
か
ら
も
、「
チ
ー
ム
ラ
イ
オ
ン
ズ
」は

ゴ
ミ
の
無
い
美
し
い
多
度
津
町
を
目
指
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

乞
ご
期
待
‼

S
D
G
s
宣
言
‼ 

2
0
3
0
年
に
向
け
て
〜
・

桜
川
ク
リ
ー
ン
作
戦 

vol.
1 

多
度
津
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
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10
月
17
日
9
：
30
よ
り
、今
期
の
地
区
ガ

バ
ナ
ー
の
活
動
方
針
で
あ
る『
河
川
敷
・
海

岸
線
・
ビ
ー
チ
の
砂
浜
清
掃
活
動
』を
受
け

て
、6
R
・
1
Z
の
全
6
ク
ラ
ブ
の
会
員
、地

元
種
﨑
町
内
会
連
合
会
の
皆
さ
ん
、高

知
レ
オ
ク
ラ
ブ
会
員
の
計
120
名
が
力
を
合
わ

せ
て
、種
﨑
海
水
浴
場
の
砂
浜
清
掃
を
行

い
ま
し
た
。

　

高
知
市
唯
一
の
海
水
浴
場
で
あ
る
種
﨑

海
水
浴
場
は
、丁
度
桂
浜
の
対
岸
に
位
置

し
、松
林
に
囲
ま
れ
た
千
松
公
園
と
共
に
、

昔
よ
り
市
民
に
親
し
ま
れ
て
い
る
海
水
浴

場
で
す
。し
か
し
昨
年
度
か
ら
は
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
の
為
に
、海
水
浴
場
と
し
て
は
市

民
に
は
開
放
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、キ
ャ
ン
プ

や
釣
り
を
す
る
人
の
み
が
利
用
し
て
い
る

状
態
で
す
。

　

そ
の
種
﨑
海
水
浴
場
の
プ
ラ
ご
み
清
掃

に
当
た
っ
て
は
、特
に
地
元
の
町
内
会
連
合

会
の
皆
様
に
お
声
掛
け
を
し
て
、沢
山
の
地

元
町
内
会
の
皆
様
の
参
加
と
協
力
を
得
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。又
高
知
レ
オ
ク
ラ
ブ
の

生
徒
さ
ん
や
未
来
支
部
の
若
手
の
皆
さ
ん

も
参
加
し
て
、地
域
の
社
会
奉
仕
活
動
が

出
来
た
こ
と
は
、ラ
イ
オ
ン
ズ
の
精
神
を
学

ん
で
貰
う
上
で
も
有
意
義
な
活
動
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、地
元
T
V
局
3
社
と
高
知
新
聞

の
取
材
を
受
け
、昨
今
の
プ
ラ
ご
み
に
よ
る

環
境
へ
の
悪
影
響
が
指
摘
さ
れ
る
中
で
、市

内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
合
同
に
よ
る
地
元
海

水
浴
場
の
清
掃
活
動
と
し
て
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
で
は
砂
浜
に
埋
ま
っ
た
1
セ

ン
チ
に
も
満
た
な
い
プ
ラ
ス
テ
ィ
ツ
ク
片
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
蓋
、釣
り
糸
な
ど
を
丹
念

に
収
集
し
て
、50
リ
ッ
ト
ル
袋
で
70
袋
分
程

の
ご
み
を
回
収
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
し
て
海
水
浴
場
が
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
ご
み

で
汚
染
さ
れ
て
い
る
現
状
を
身
に
染
み
て

痛
感
す
る
こ
と
と
な
り
、高
知
の
豊
か
な

海
を
守
っ
て
い
く
上
で
も
ご
み
の
正
し
い
処

理
の
仕
方
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
1
日

と
な
り
ま
し
た
。今
後
と
も
こ
の
よ
う
な
奉

仕
活
動
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
と
し
て
継
続
し
た
奉

仕
と
し
て
続
け
て
い
く
べ
き
だ
と
痛
感
し
た

次
第
で
す
。

き
れ
い
に
な
っ
た
よ 

み
ん
な
の
力
で

6
R
・
1
Z
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
合
同
〜
種
﨑
海
水
浴
場
清
掃
活
動

            　
　
　
　

   

6
R
・
1
Z
C　

大
野　

富
彦

12



　

10
月
17
日（
日
）桂
浜
花
海
道
沿
い
の
砂

浜
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ
は
今
期
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
の
基
本
事
業
で
、３
３
６‐

Ａ
地
区

の
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
が
海
岸
線
や
ビ
ー
チ

の
砂
浜
や
河
原
の
清
掃
に
取
り
組
む
と
い

う
も
の
で
す
。こ
の
日
、７
Ｒ
の
市
内
８
ク
ラ

ブ
が
一
斉
に
桂
浜
花
海
道
沿
い
を
清
掃
し

ま
し
た
。当
ク
ラ
ブ
で
は
、西
森
会

長
、海
老
塚
幹
事
を
は
じ
め
Ｌ
田

中 

智
洋
、Ｌ
細
川
、Ｌ
井
上 

光
啓
、

Ｌ
田
中 

良
岳
の
６
名
と
Ｌ
田
中 

良

岳
の
娘
さ
ん
と
そ
の
お
友
達
と
ク
ラ

ブ
事
務
局
も
参
加
し
、計
９
名
で
砂

浜
の
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、朝
６
時
半
に
種
﨑
千
松

公
園
駐
車
場
に
集
合
、西
森
会
長

と
Ｌ
田
中 

智
洋
の
２
台
の
車
に
分

乗
し
て
清
掃
場
所
に
向
か
い
ま

し
た
。砂
浜
に
は
流
木
や
ビ
ニ
ー
ル
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
散
乱
し
て
い
ま

し
た
が
、今
回
は
ビ
ニ
ー
ル
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
中
心
に
拾
い
ま
し
た
。ビ

ニ
ー
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
は
日
光
や
風

雨
に
さ
ら
さ
れ
て
、拾
い
上
げ
よ
う

DISTRICT 336-A
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• 

実
施
日 
10
月
17
日（
日
）

• 

場　

所 

高
知
市
種
崎
海
水
浴
場

　

蔵
本
地
区
ガ
バ
ナ
ー
が
発
信
さ
れ
た

「
河
川
敷
・
海
岸
線
・
ビ
ー
チ
の
砂
浜
清
掃

活
動
」に
、6
R-

1
Z
ク
ラ
ブ
は
合
同
で
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

午
前
9
時
30
分
に
6
ク
ラ
ブ
が
集
合
、

高
知
柏
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
は
15
名
の
参

加
で
す
。

　

家
族
連
れ
が
多
く
、未
来
を
託
す
子
ど

も
達
へ
環
境
教
育
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、地
球
温
暖
化
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

よ
る
海
洋
汚
染
な
ど
深
刻
さ
を
増
し
て
い

ま
す
。

　

地
元
の
水
辺
を
守
る
活

動
と
し
て
意
義
の
あ
る
一
日

で
し
た
。

地
区
奉
仕
活
動
「
河
川
敷
・
海
岸
線
・

　
　
　
　
　

ビ
ー
チ
の
砂
浜
清
掃
」
を
終
え
て

砂
浜
清
掃

6
R-

1
Z 

高
知
柏
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
し
て
も
ポ
ロ
ポ
ロ
と
崩
れ
落
ち
て
し
ま
い

ま
す
。こ
の
崩
れ
た
も
の
が
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
に
な
る
の
か
と
感
じ
ま
し
た
。

　

清
掃
後
は
種
崎
千
松
公
園
で
休
憩
。

海
老
塚
幹
事
が
お
湯
を
沸
か
し
、西
森
会

長
が
淹
れ
て
く
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
は
格
別
で
、

静
か
な
海
を
見
な
が
ら
し
ば
し
時
の
流
れ

を
忘
れ
、ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
こ
の
清
掃
を
通
し
て
、マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
環
境
問
題
が
と
て
も
身
近
な
問

題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

高
知
鷹
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

13
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海岸・河川清掃活動海岸・河川清掃活動

土
佐
香
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

1
9
9
2
年
10
月
15
日
に
同
海
岸
へ

地
元
の
夜
須
幼
稚
園
児
42
名
と
と
も
に

『
ハマ
グ
リ
の
稚
貝
』105
㎏
を
放
流
し
た
。

そ
の
海
岸
を
今
回
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
業
に

合
わ
せ
清
掃
で
す
。

　

浜
は
広
大
。14
名
の
参
加
で
す
が
十
分
な

清
掃
と
は
な
ら
な
い
。

　

写
真
の
奥
の
海
は
太
平
洋
で
す
。流
木
が

多
く
海
水
を
含
ん
で
い
る
の
で
重
い
。

　

約
一
時
間
の
清
掃
で
大
汗
を
拭
い
な
が

ら
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

活
動
内
容
は
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
取

材
を
受
け
、後
日
放
送
さ
れ
た
。

香
南
市 

ヤ
シ
ィ
パ
ー
ク
海
岸
清
掃

• 
実
施
日 

10
月
17
日（
日
）

• 

場　

所 
ヤ
シ
ィ
パ
ー
ク
海
岸

• 

参　

加 
14
名

土
佐
香
南
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ   

M
C
・
地
区
誌
編
集 

委
員

清
掃
活
動
報
告

土
佐
本
山
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

11
月
14
日
日
曜
日
、午
前
8
時
よ
り
約

1
時
間
多
く
の
会
員
に
参
加
し
て
も
ら
い
、

今
期
の
ガ
バ
ナ
ー
方
針
の
も
と
河
川
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。当
ク
ラ
ブ
は
高
知
の

山
間
部
に
位
置
し
て
い
る
た
め
吉
野
川
流

域
、特
に
県
立
公
園
帰
全
山
キ
ャ
ン
プ
場
を

中
心
に
行
い
ま
し
た
。最
近
の
キ
ャ
ン
プ
す
る

人
達
は
マ
ナ
ー
も
良
く
空
き
缶
、ビ
ニ
ー
ル
等

ゴ
ミ
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、や
は
り
上
流

か
ら
流
れ
着
い
た
不
燃
物
等
が
多
く
見
ら

れ
早
朝
よ
り
有
意
義
な
活
動
が
で
き
ま
し

た
。今
後
も
以
前
よ
り
行
っ
て
い
る
国
道
439

号
沿
い
等
の
清
掃
活
動
等
引
き
続
き
行
っ

て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

14
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3
3
6

－

Ａ
地
区　

７
Ｒ

－

３
Ｚ　

高
知
安
芸
Ｌ
Ｃ

【
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
基
本
事
業　

　
　
　
　

          

海
岸
線
清
掃
】
　

活
動
報
告

高
知
り
ょ
う
ま
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

徳
廣 

貴
亮

　

10
月
17
日（
日
）「
河
川
敷
、海
岸
線
、

ビ
ー
チ
の
砂
浜
清
掃
」を
行
い
ま
し
た
。 

　

毎
月
行
っ
て
い
る
早
朝
清
掃
の
一
環
と
し

て
実
施
し
た
も
の
で
、午
前
7
時 

南
国
市

の
高
知
龍
馬
空
港
近
く
に
あ
る
ト
リ
ム
公

園
に
会
員
11
名
が
集
合
、隣
接
す
る
砂
浜
の

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

台
風
通
過
直
後
で
砂
浜
に
は
流
木
や

ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん
流
れ
着
い
て
お
り
、約
1

時
間
か
け
て
山
の
よ
う
な
ゴ
ミ
を
回
収
、

高
知
県
が
誇
る
美
し
い
海
岸
線
が
戻
っ
て

来
ま
し
た
。

　

毎
月
末
の
日
曜
日
に
実
施
し
て
い
る

大
山「
浜
千
鳥
公
園
」の
清
掃
と
一
緒
に

海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。本
来
の
清

掃
日
10
月
31
日（
日
）よ
り
一
週
間
早
い
10

月
24
日（
日
）で
あ
っ
た
た
め
か
参
加
人
数

が
少
な
か
っ
た
で
す
。そ
れ
で
も
参
加
者
全

員
7
：
00
に
集
合
し
て
汗
を
流
し
て
の
清

掃
作
業
の
結
果
、公
園
・
海
岸
共
見
違
え
る

よ
う
に
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

7
R-

1
Z　

南
国
L
C
活
動
報
告

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
基
本
事
業

「
河
川
敷
・
海
岸
線
・

ビ
ー
チ
の
砂
浜
清
掃
」

に
つ
い
て

　

10
月
17
日
に【
ラ
イ
オ
ン
ズ
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

基
本
事
業 

海
岸
線
清
掃
】で
、高
知
市

長
浜
の
花
街
道
に
て
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　

清
掃
参
加
者
は
、７
時
前
に
所
定
の
駐

車
場
に
集
合
し
ま
し
た
が
、集
合
場
所
に
集

ま
る
方
々
の
表
情
は
、活
気
に
溢
れ
、や
る

気
が
み
な
ぎ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

７
時
か
ら
の
清
掃
活
動
は
、心
配
さ
れ
た
天

候
も
回
復
し
、当
高
知
り
ょ
う
ま
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、早
朝
か
ら
の
開
始
に
も
か

か
わ
ら
ず
、総
勢
12
名
で
の
清
掃
活
動
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、当
日
は
地
元
倫
理
法
人

会
、６
Ｒ
、７
Ｒ
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
方
々

に
も
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。

　

清
掃
場
所
は
、観
光
地
の
桂
浜
に
通
じ

る
メ
イ
ン
道
路
に
面
し
た
海
岸
線
で
、太
平

洋
も
一
望
で
き
、観
光
客
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト

と
な
っ
て
い
る
場
所
で
す
。近
年
、テ
レ
ビ
等

の
メ
デ
ィ
ア
で
も
再
々
目
に
す
る
、「
マ
イ
ク
ロ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
環
境
被
害
」が
問
題

視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、主
に
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
重
点
的
に
清
掃
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
が
、観
光
地
に
近
い
こ
と
も
あ
り
、地

元
の
方
が
日
頃
か
ら
清
掃
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
、ゴ
ミ
も
少
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

高
知
県
と
い
え
ば
、東
西
に
長
く
続
く

海
岸
線
に
面
し
た
地
形
の
為
、年
間
を
通
じ

て
、こ
の
よ
う
な
海
岸
で
の
清
掃
活
動
を
継

続
し
て
行
く
事
が
重
要
だ
と
実
感
し
ま
し

た
。ゆ
く
ゆ
く
は
、こ
の
よ
う
な
活
動
が
、ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
み
な
ら
ず
、高
知
県
民

も
一
体
と
な
っ
た
行
事
と
な
れ
ば
、こ
れ
以

上
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、マ
ス
ク
着
用
の
徹
底
、会

員
ど
う
し
の
一
定
の
距
離
の
確
保
を
保
ち

な
が
ら
の
清
掃
活
動
と
な
り
ま
し
た
が
、一

刻
も
早
く
こ
の
状
況
が
収
束
す
る
事
を
願

い
な
が
ら
、清
掃
活
動
報
告
と
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

清掃中の有澤前会長
（浜千鳥公園前の海岸）

竹内会長（浜千鳥公園）

清掃後の集合写真
（浜千鳥公園　弘田龍太郎曲碑浜千鳥の前）15
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海岸・河川清掃活動

　

毎
年
６
月
に
松
前
町
主
催「
郷
土
を
美

し
く
す
る
清
掃
」に
参
加
し
、塩
屋
海
岸
の

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
り
、松
前

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
単
独
で
清
掃
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、清
掃
後
は
、Ｂ
Ｂ
Ｑ
を
行
い
久
し

ぶ
り
に
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

澄
み
渡
っ
た
秋
晴
れ
の
青
空
の
も
と
、

T
V
ド
ラ
マ
や
映
画
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
事
の
あ
る
、梅
津
寺
の
海
岸
清
掃
を
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、ブ
ル
ー
エ
ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
に
9
時

30
分
集
合
、10
名
の
会
員
さ
ん
に
集
ま
っ
て

頂
き
ま
し
た
。

　

1
キ
ロ
ほ
ど
の
距
離
、シ
ー
ズ
ン
オ
フ
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ゴ
ミ
ま
み
れ
と
い
う
事
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、近
年
海
洋
汚
染
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
、発
砲

ス
チ
ロ
ー
ル
、流
れ
つ
い
た
流
木
な
ど
、あ
っ
と

い
う
間
に
ゴ
ミ
袋
は
い
っ
ぱ
い
に
・・・

　

11
月
も
間
近
と
い
う
の
に
雲
一
つ
な
い
快

晴
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、汗
ば
む
程
の
陽
気

の
中
、会
員
さ
ん
も
額
に
汗
を
滲
ま
せ
な
が

ら
無
心
に
ゴ
ミ
拾
い
・・
穏
や
か
な
景
色
波

音
に
心
癒
さ
れ
な
が
ら
の
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

と
な
り
ま
し
た
。

　

清
掃
活
動
の
後
は
、マ
リ
ー
ナ
に
戻
り
地

元
の
お
弁
当
屋
さ
ん
に
注
文
し
た
幕
の
内

弁
当
。

　

綺
麗
に
な
っ
た
海
岸
、気
候
の
良
さ
と
、

ク
ル
ー
ザ
ー
と
海
と
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
良
す

ぎ
て
、さ
さ
や
か
な
宴
会
が
と
て
も
幸
せ
を

感
じ
る
一
時
と
な
り
ま
し
た
。

海岸・河川清掃活動

• 
実
施
日 

11
月
6
日（
土
）

              
９
：
00
〜
10
：
00

• 

場　

所 
塩
屋
海
岸　

松
前
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

単
独
で
清
掃

１
Ｒ‒

２
Ｚ 

松
前
Ｌ
Ｃ

2
0
2
1
年 

10
月
26
日

          

梅
津
寺
海
岸
清
掃

松
山
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

会
長　

藤
岡　

保
彦
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DISTRICT 336-A

SHIKOKU 海岸・河川清掃活動

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
塵
な
ど
の
一
掃
に
汗
流
す

志
度
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
・

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
　
4
R‒

3
Z　

Z
C　

松
原　

典
士

　

地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

2
0
2
1
年
11
月
27
日
志
度
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
と
長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
共
同

し
て
鴨
庄
漁
協
、地
元
白
方
自
治
会
、

徳
島
文
理
大
学
香
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
生
徒
さ

ん
達
に
協
力
を
い
た
だ
き
、総
勢
67
名
も
の

方
が
鴨
部
川
河
口
付
近
と
白
方
海
岸
の
清

掃
奉
仕
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

白
方
海
岸
は
か
っ
て
白
い
砂
浜
で
青
い

海
原
を
望
み
な
が
ら
ア
サ
リ
も
た
く
さ
ん

獲
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
や
鴨
部
川
か
ら

流
れ
込
む
ゴ
ミ
な
ど
で
汚
染
さ
れ
、ほ
と

ん
ど
ア
サ
リ
も
獲
れ
な
く
な
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
者
が
協
力
し
て
汚
染

さ
れ
た
海
岸
を
鍬
で
耕
し
砂
地
に
空
気
を

入
れ
る
作
業
や
ゴ
ミ
袋
を
片
手
に
河
口
か

ら
海
岸
線
を
歩
き
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
塵
な
ど
を

一
掃
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
奉
仕
活
動
は
若
い
方
も
た
く
さ

ん
参
加
い
た
だ
き「
令
和
奉
仕
」に
相
応
し

い
取
り
組
み
と
な
り
何
よ
り
で
あ
っ
た
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
が
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、自
然
破
壊
の
怖
さ
を
肌
で

感
じ
、自
然
保
護
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
た

だ
け
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
力
は
小
さ
く
と
も
、大
勢
の
方

と
気
持
ち
い
い
汗
を
流
せ
た
こ
と
が
大
き
な

収
穫
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
も
松
山
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
継

続
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
、晴
天
の
10
月
9

日
に
坊
ち
ゃ
ん
ス
タ
ジ
ア
ム
内
の
傍
示
川
に

て
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

傍
示
川
は
、石
手
川
と
重
信
川
に
挟
ま

れ
た
平
地
部
に
位
置
し
、河
床
勾
配
も
緩

や
か
で
、住
宅
地
を
流
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、且
つ
て
は
多
か
っ
た
川
の
中
の
ゴ
ミ
も
ク

ラ
ブ
の
会
員
が
毎
年
継
続
し
て
清
掃
を
行
っ

て
い
る
お
か
げ
も
あ
り
、年
々
量
が
減
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
で
き
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
の
愛
リ
バ
ー
の
活
動
と
並
行
し

て
、ガ
バ
ナ
ー
が
推
進
す
る
河
川
清
掃
と
し

て
の
協
力
も
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
、久
し
ぶ
り
に
会
員
の
皆
様
と

協
力
し
て
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
実
施
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
い
１
日

と
な
り
ま
し
た
。

傍
示
川
清
掃

2
0
2
1
年 

10
月
9
日
（
土
）
3
3
6‒

A 

１
R‒

2
Z　

                  

松
山
西
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

                                             

会
長　

菅
野　

成
彦
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SHIKOKU こどもたちの心に届け！「ダメ。ゼッタイ。」



海岸・河川清掃活動今治ライオンズクラブ結成60周年記念事業

　

高
齢
者
や
身
体
障
が
い
者
と
の「
地

域
共
生
社
会
」を
推
進
す
る
た
め
、介
護

が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
本
人
の
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
支
援

す
る
一
環
と
し
て
、在
宅
で
安
心
し
て
快

適
な
生
活
を
送
る
う
え
で
入
浴
サ
ー
ビ

ス
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、こ
れ
か
ら

も
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
方
々
は
た

く
さ
ん
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
中
で
入
浴

サ
ー
ビ
ス
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
今
治
市

社
会
福
祉
協
議
会
へ
入
浴
訪
問
車
輌
を

贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。担
当
者
に
お
聞
き

す
る
と
、現
在
、介
護
・
障
が
い
者
合
わ

せ
て
9
〜
106
歳
の
82
名
の
方
々
が
利
用
さ

れ
、台
数
は
普
通
車
2
台
、軽
四
車
4

台（
1
台
故
障
中
）で
今
治
市
全
域（
島

し
ょ
部
含
）を
対
応
し
て
お
り
、1
日
100

㎞
を
越
え
て
回
る
こ
と
も
あ
り
、1
日
5

〜
7
件
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
贈

呈
に
関
し
て
は「
車
輌
の
老
朽
化
に
よ

り
、急
遽
対
応
出
来
な
く
な
っ
た
り
し
て

お
り
安
定
し
た
対
応
が
出
来
る
こ
と
は

入
浴
を
楽
し
み
に
待
っ
て
頂
い
て
い
る
方

に
喜
ん
で
頂
け
る
と
思
い
ま
す
。又
、最

新
の
設
備
は
、浴
槽
の
軽
量
化
、ホ
ー
ス

の
取
り
付
け
部
な
ど
、細
部
に
改
善
が
な

さ
れ
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
軽
減
に
も
繋
が
り

ま
す
。入
浴
介
護
の
仕
事
の
対
応
は
肉

体
的
に
つ
ら
い
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
が
、

入
浴
後
に
喜
ん
で
頂
け
る
笑
顔
に
や
り

が
い
を
感
じ
て
や
っ
て
い
ま
す
。」と
の
事

で
し
た
。

　

費
用
は
約
600
万
円
、内
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
財
団
よ
り
ク
ラ
ブ
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

交
付
金
3,
8
4
0
ド
ル（
約
41
万
円
）を

活
用
し
ま
し
た
。

今治ライオンズクラブ結成60周年記念事業
今治市社会福祉協議会へ『希望の光』号（訪問入浴車輌）贈呈

ライオンズクラブ国際財団よりクラブシェアリング交付金3,840ドル活用

2R・2Z　今治ライオンズクラブ
MC・ライオンズ情報・大会参加委員長　二宮　幹雄　
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DISTRICT 336-A

SHIKOKU こどもたちの心に届け！「ダメ。ゼッタイ。」

　

11
月
27
日
、高
知
市
の
カ
ル
ポ
ー
ト
に

お
い
て
、６
R
・
７
R
合
同
の
薬
物
乱
用

防
止
教
育
認
定
講
師
養
成
講
座
を
開

催
し
、６
R
・
７
R
の
23
ク
ラ
ブ
の
会
員
57

名
、高
知
レ
オ
ク
ラ
ブ
11
名
、高
知
県
立

大
生
７
名
、そ
れ
に
高
松
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト

か
ら
朝
田 

雪
香
環
境
保
全
・
保
健
福

祉
・ア
ラ
ー
ト
委
員
長
を
加
え
た
76
名

が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
養
成
講
座
は
、

小
中
高
生
に
向
け
た
薬
物
乱
用
防
止
教

室
開
催
時
、必
ず
必
要
な
認
定
講
師
の

資
格
を
取
得
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

講
座
で
は
、麻
薬･

覚
せ
い
剤
乱
用
防

止
セ
ン
タ
ー
の
加
藤 

康
樹
企
画
部
長
さ

ん
、県
警
の
刈
谷 
賢
二
薬
物
銃
器
対
策

係
長
さ
ん
、高
知
県
薬
務
衛
生
課
の
佐

野 

晨
主
査
さ
ん
た
ち
に
よ
る
、薬
物
と

は
ど
ん
な
も
の
か
、薬
物
の
恐
ろ
し
さ
、な

ぜ
薬
物
乱
用
は
ダ
メ
な
の
か
と
い
う
内
容

の
お
話
が
あ
り
、薬
物
に
つ
い
て
の
知
識

を
深
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
、実
践
講
座
と
し
て
、高
知
桜

Ｌ
Ｃ
の
田
島 

徳
子
会
長
か
ら
保
護
司
と

し
て
の
立
場
か
ら
の
お
話
の
の
ち
、高
知

県
立
大「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
が
、ラ
イ
オ
ン
ズ
の
会
員
を
小
学

生
に
見
立
て
て
の
薬
物
乱
用
防
止
教
室

を
行
い
、み
ん
な
で「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」の

ポ
ー
ズ
と
か
け
声
を
行
い
ま
し
た
。最
後

に
、３
３
０

‒

Ａ
地
区
東
京
葛
飾
Ｌ
Ｃ
の

認
定
講
師
の
舘
親
光
ラ
イ
オ
ン
が
、薬
物

乱
用
防
止
の
歴
史
と
長
い
認
定
講
師
の

経
験
か
ら
得
た
防
止
教
室
の
実
践
方
法

に
つ
い
て
の
講
義
が
あ
り
、一
同
感
銘
を

受
け
ま
し
た
。

　

最
後
に
、本
日
の
受
講
に
よ
り
新
た
に

認
定
講
師
の
資
格
を
得
た
69
名
に
認
定

証
が
授
与
さ
れ
、み
ん
な
で
薬
物
乱
用

か
ら
こ
ど
も
た
ち
を
守
ろ
う
と
の
決
意

を
胸
に
、養
成
講
座
は
無
事
修
了
し
ま

し
た
。

こどもたちの心に届け！「ダメ。ゼッタイ。」
６RC　　藤戸　啓朗
７RC　　宇都宮  博史

ダメ。ゼッタイ。

実践講座をする 県立大 西涼花さん
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今治ライオンズクラブ結成60周年記念事業高松グリーンライオンズクラブの献血奉仕

　

令
和
３
年
11
月
23
日
に
高
松
市
川
島

東
町
の「
ム
ー
ミ
ー
本
店
」に
て
朝
９
時

か
ら
夕
方
４
時
30
分
ま
で
献
血
奉
仕
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

前
日
は
結
構
な
雨
で
し
て
、当
日
は
何

と
か
晴
れ
は
し
た
も
の
の
、西
風
の
強
く

吹
く
寒
い
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
り
ま
し

た
が
、早
朝
か
ら
多
く
の
地
区
住
民
の
献

血
希
望
者
が
こ
ら
れ
ま
し
た
。我
が
ク
ラ

ブ
で
は
年
間
に
二
度
の
献
血
奉
仕
を
実

施
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、毎
回
、100
人
前

後
の
献
血
者
数
に
な
っ
て
お
り
ま
し
て
、今

回
も
102
人
の
方
々
か
ら
貴
重
な
血
液
の

提
供
を
お
受
け
し
ま
し
た
。本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
６
人
の
県
立
高
校
の
生
徒
さ

ん
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

献
血
の
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、献
血
啓

発
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
を
配
り
、献
血

の
P
R
活
動
を
熱
心
に
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。ま
た
、我
が
ク
ラ
ブ
で
の
奉
仕
活

動
の
雑
務
も
進
ん
で
手
伝
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。高
校
生
皆
さ
ん
の
若
さ
の
パ

ワ
ー
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

参
加
の
高
校
生
一
人
は
17
歳
に
達
し

て
い
て
、採
血
に
よ
る
献
血
奉
仕
そ
の
も

の
に
も
参
加
し
て
頂
き
心
強
さ
を
感
じ

ま
し
た
。「
初
め
て
の
献
血
を
し
て
み
て
、

献
血
そ
の
も
の
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し

た
。」と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

充
実
感
の
あ
る
、高
松
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
献
血
奉
仕
に
な
り

ま
し
た
。

高松グリーンライオンズクラブの献血奉仕
（高校生６人がボランティア参加）
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SHIKOKU 第１回献血奉仕活動報告

　

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
地
域
に

対
し
て
行
う
最
も
重
要
な
奉
仕
活
動

の
一
つ
で
あ
る
秋
の
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
香
川
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
に
協

力
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
新
た

に
高
校
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
献
血
事
業
は
新
鮮
市
場

き
む
ら
長
尾
店
の
駐
車
場
を
お
借
り

し
、買
い
物
に
来
て
い
た
若
い
方
々
な
ど

地
域
の
多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
献
血
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

大
き
な
成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

献
血
に
協
力
さ
れ
受
付
を
さ
れ
た

方
は
89
名
、そ
の
内
、検
査
が
と
お
り
実

際
に
献
血
さ
れ
た
方
は
74
名（
400
㎖
）で

し
た
。多
く
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
若
い

会
員
を
代
表
し
て
Ｌ
．木
村 

篤
史
が

400
㎖
の
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。ほ
か
の
会
員
は
献
血
し
よ
う
に
も
ほ

と
ん
ど
の
方
が
年
齢
制
限
に
引
っ
か
か

る
方
ば
か
り
で
す
。

　

長
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、今
年

は
若
い
ピ
チ
ピ
チ
し
た
会
員
を
募
集
し

て
い
る
の
で
、こ
の
会
報
誌
を
ご
覧
に
な

ら
れ
た
方
は
是
非
入
会
を
ご
検
討
し
て

く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
12
月
13
日（
月
）12
時
30
分

か
ら
16
時
30
分
の
間
、さ
ぬ
き
市
寒
川

庁
舎
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま

す
。会
員
の
皆
様
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

献
血
奉
仕
活
動
参
加
者

（
午
前
の
部
）９
時
〜
12
時

池
田 

正
敏　

木
村 

篤
史　

柿
木 

眞
一

冨
田 

義
雄　

六
車 

誠
司　

松
原 

典
士

森
川 

康
生　

山
下 

速
雄  

（
8
名
）

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
名

（
午
後
の
部
）12
時
〜
16
時
30
分

入
谷 

武　

池
田 

正
敏　

林 

誠
二　

冨
田 

哲
士　

森
川 

康
生　

松
木 

正
美

六
車 

誠
司  

（
7
名
）

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
名

         　
　
　

   

（
池
田 

正
敏　

記
）

第１回献血奉仕活動報告
日　時　令和3年10月24日（日）　９時～16時30分
場　所　新鮮市場きむら 長尾店
配布品　卵、お茶　　　　　　　
受付数　89名　　
採血数　74名　※歴代最高人数でした。
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SHIKOKU 献血と私そして骨髄バンクドナー登録



高松グリーンライオンズクラブの献血奉仕高知黒潮ライオンズクラブの献血と移植ドナー登録の活動について

高知黒潮ライオンズクラブの献血と
移植ドナー登録の活動について

高知黒潮ライオンズクラブ　　吾妻　美子

　

高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
ア
ク
テ
イ

ビ
テ
ィ
の
1
つ
と
し
て
、献
血
・
骨
髄
移
植
ド

ナ
ー
登
録
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

献
血
奉
仕
活
動
は
、高
知
県
庁
、市
役

所
、総
合
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
、高
知
大
学
、 

高
知
福
祉
専
門
学
校
、四
国
医
療
工
学
専

門
学
校
等
で
年
間
26
回
ほ
ど
活
動
し
て
い

ま
す
。又
2
0
2
0
年
に
は
、高
知
黒
潮
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、日
本
赤
十
字
社
高
知
県
支
部
に
献

血
広
報
・ 

資
材
運
搬
車 (

L
C
I
F
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
交
付
金
事
業
）を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
登
録
は
、2
0
2
1

年
で
発
足
30
周
年
に
な
る
公
益
財
団
法
人

骨
髄
バ
ン
ク
が
、非
血
縁
者
間
の
骨
髄
移
植

と
末
梢
血
幹
細
胞
移
植
の
ド
ナ
ー
登
録
者

を
行
っ
て
い
ま
す
。高
知
県
で
は
、県
下
の
ラ

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
員
の
拠
金
に
よ
り
高
知
県

骨
髄
バ
ン
ク
推
進
協
議
会
が
県
下
の
運
営
・

活
動
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
9
年
か
ら
、高
知
県
、高
知
血
液

セ
ン
タ
ー
、高
知
県
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
協
議
会

と
連
携
し
高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主

催
の
ド
ナ
ー
登
録
会
を
開
始
し
ま
し
た
。場

所
は
、前
段
で
挙
げ
ま
し
た
献
血
会
場
や
、

毎
月
第
2
日
曜
日
に
は
献
血
ル
ー
ム
や
ま

も
も
で
、献
血
併
行
型
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
9
年
の
高
知
黒
潮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
実
績
は
、
55
回
の
登
録
会
開
催
で
441

名
の
登
録
者
で
し
た
。高
知
県
全
体
で
は
、

583
名
で
高
知
県
の
過
去
最
多
を
記
録
し
、こ

の
数
は
人
口
千
人
当
た
り
15.

21
人
で
、全

国
平
均
9.

38
人
を
上
回
り
、上
位
10
位
に

入
り
ま
し
た
。こ
の
実
績
に
つ
い
て
は
、当
ク
ラ

ブ
の
依
光
聖
一
先
生
が「
高
知
県
下
に
お
け

る
骨
髄
バ
ン
ク
支
援
活
動
の
軌
跡
」の
冊
子

に
纏
め
ら
れ
、県
下
の
各
ク
ラ
ブ
に
配
布
い
た

し
ま
し
た
。ま
た
、ラ
イ
オ
ン
誌
ウ
エ
ブ
マ
ガ
ジ

ン
で
、ド
ナ
ー
登
録
会
や
骨
髄
バ
ン
ク
講
演
会

の
写
真
入
り
で
詳
細
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、高
知
県
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
協
議
会

が
、第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
が
主
催
す
る

2
0
2
0
年
度
第
72
回「
保
健
文
化
賞
」受

賞
の
栄
誉
を
賜
り
、2
0
2
1
年
12
月
20

日
に
東
京
明
治
記
念
館
で
贈
呈
式
、21
日
に

は
皇
居
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
の
拝
謁
を
賜

り
、溝
渕 

樹
会
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。　

　

2
0
2
0
〜
2
0
2
1
年
は
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、活
動
が
思

う
に
任
せ
な
く
な
り
ま
し
た
が
、高
知
県
下

の
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
ゼ
ロ
に
な
っ
た
2
0
2
1

年
11
月
か
ら
ド
ナ
ー
登
録
会
を
再
開
し
、12

月
5
日
に
は
、説
明
員
養
成
講
座
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
蔓
延
が

押
し
寄
せ
て
き
ま
す
と
、中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。何
の
不
安
も
な

く
活
動
で
き
る
こ
と
が
、い
か
に
幸
い
な
こ
と

か
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

12/6　高知大学朝倉キャンパス 12/27　高知県庁
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献血と私そして骨髄バンクドナー登録
６Ｒ-ＭＣ・地区誌編集委員　　又川　泰一

　

私
が
始
め
て
献
血
を
し
た
の
は
、今

か
ら
58
年
前
高
校
２
年
生
の
時
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　

そ
の
当
時
他
の
学
校
で
す
が
、１
年
下

の
学
生
さ
ん
が
白
血
病
に
な
り
治
療
法

と
し
て
生
鮮
血
の
輸
血
し
か
治
療
法
が

な
か
っ
た
時
の
事
で
し
た
。

　

そ
の
後
J
C（
青
年
会
議
所
）に
入
会

し
活
動
中
に
先
輩
の
奥
様
が
白
血
病
に

か
か
り
、治
療
に
大
量
の
生
鮮
血
を
必

要
と
し
た
為
、J
C（
青
年
会
議
所
）を

中
心
に
供
血
体
制
を
作
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。

　

こ
の
頃
に
は
や
っ
と
献
血
セ
ン
タ
ー
が

出
来
ま
し
た
が
、体
制
は
預
血
を
中
心

と
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、私
も
献
血
を

数
回
し
て
友
人
、知
人
が
血
液
を
必
要

と
し
た
時
は
、私
の
血
液
を
使
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。J
C（
青
年
会
議
所
）を

卒
業
し
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て

か
ら
は
献
血
バ
ス
が
巡
回
し
て
来
る
様
に

な
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、献
血

の
お
手
伝
い
を
す
る
様
に
な
り
、自
分
も

献
血
を
す
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
私
も
持
病
が
有
り
、薬
を
飲
む
よ

う
に
な
り
献
血
が
出
来
な
く
な
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
献
血
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

お
陰
で
薬
を
飲
ん
で
も
献
血
が
出
来
る

事
が
分
か
り
、
33
回
の
献
血
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
齢
が
来
て
献
血
が
出
来
な
く
な
り

ま
し
た
が
、今
だ
に
献
血
の
お
手
伝
い
に

は
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

献
血
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
て
分
か
っ
た

事
は
、献
血
会
場
で
骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
が

出
来
る
と
い
う
事
で
す
。

　

骨
髄
ド
ナ
ー
登
録
は
費
用
の
か
か
ら

な
い
大
き
な
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
事
業

で
す
。

　

早
速
ド
ナ
ー
登
録
説
明
員
の
資
格
を

取
り
、ド
ナ
ー
登
録
の
推
進
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。是
非
、全
て
の
ク
ラ

ブ
で
献
血
と
併
合
し
て
出
来
る
骨
髄
ド

ナ
ー
登
録
を
実
施
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
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高知黒潮ライオンズクラブの献血と移植ドナー登録の活動について

　

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
の
出
発
式
に
は
、

森
岡
会
長
、薬
師
神
前
会
長
は
じ
め
18

名
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
出
発
を
見
守
り

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
も
、感
染
防
止
に
努

め
、元
気
な
子
供
た
ち
の
活
動
を
応
援

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

オーバーナイトハイキング出発式参加

オーバーナイトハイキング出発式参加
松山金亀ライオンズクラブ

　

10
月
16
日
土
曜
日
に
築
山
町
の
松
山

市
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た

オ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
の
出
発
式
に

参
加
し
ま
し
た
。例
年
通
り
、夜
の
８
時

か
ら
朝
の
８
時
の
ゴ
ー
ル
目
指
し
て
約
12

時
間
、遠
く
は
堀
江
港
ま
で
松
山
周
辺

を
ぐ
る
り
と
周
る
約
40
㎞
を
歩
き
続
け

る
と
い
う
過
酷
な
行
程
で
す
。

　

出
発
式
は
午
後
７
時
よ
り
始
ま
り
、

各
協
力
団
体
よ
り
激
励
の
挨
拶
が
あ

り
、当
ク
ラ
ブ 

森
岡
会
長
よ
り
、こ
の
行

事
に
対
す
る
協
賛
金
と
し
て
の
目
録
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
入
念
な
準
備
体
操
や
注
意
事

項
の
説
明
が
な
さ
れ
た
後
、参
加
の
子
供

た
ち
は
青
少
年
セ
ン
タ
ー
を
元
気
に
出

発
し
て
行
き
ま
し
た
。

　

引
率
し
て
い
た
だ
い
た
陸
上
自
衛
隊

の
み
な
さ
ん
、各
休
憩
所
で
の
様
々
な
お

手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
大
勢
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
は
166
名
。残
念
な
が
ら

14
名
の
リ
タ
イ
ヤ
が
出
ま
し
た
が
、雨
が
降

り
続
く
あ
の
よ
う
な
悪
条
件
で
は
仕
方

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。み
ん
な
よ

く
頑
張
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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平和記念ポスターコンテスト表彰式
松山金亀ライオンズクラブ

　

10
月
25
日
に
、平
和
記
念
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
テ
ス
ト
の
表
紙
と
記
念
品
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

　

愛
媛
県
立
石
井
東
小
学
校
の
小

学
生
33
名
の
応
募
か
ら
、理
事
会
及
び

例
会
に
て
厳
選
な
る
審
議
の
結
果
、最

優
秀
作
品
の
選
出
を
行
い
ま
し
た
。

　

応
募
し
て
頂
い
た
石
井
東
小
学
校
の

校
長
先
生
を
始
め
、生
徒
の
皆
様
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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オーバーナイトハイキング出発式参加

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ　

四
国
ラ
イ
オ
ン
ズ
計
画
」

ラ
イ
オ
ン
ズ
・
ビ
ジ
ョ
ン

　

コ
ロ
ナ
禍
が
世
界
で
鎮
静
化
す
る
と
、い
よ
い
よ
イ

ン
ド
と
ア
フ
リ
カ
の
台
頭
が
始
ま
る
で
し
ょ
う
。何
故

な
ら
、デ
ジ
タ
ル
化
や
暗
号
通
貨
の
普
及
が
欧
米
や

中
国
や
日
本
を
抜
き
去
る
か
ら
だ
と
解
説
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
も
ア
フ
リ
カ
圏
は
近
年
第
八

会
則
地
域
と
し
て
発
展
分
離
独
立
し
ま
し
た
。（
日

本
は
第
５
会
則
地
域=

東
洋
東
南
ア
ジ
ア
＝
Ｏ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｌ
）

　

コ
ロ
ナ
蔓
延
に
よ
り
、リ
ア
ル
な
行
動
か
ら
リ
モ
ー
ト

や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
が
有
効
利
用
さ
れ
、我
々
の
例
会
や
奉

仕
活
動
も
形
態
が
大
き
く
変
化
。ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

期
に
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
三
三
六
Ａ
四
国
地
区
も
構

想
変
革
が
必
要
で
す
。長
期
・
中
期
・
短
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
皆
様
で
共
有
策
定
し
、多
様
化
と
国
際
化
に
対
応

し
た
奉
仕
の
世
界
を
活
性
化
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
、四
国
地
区
か
ら
国
際
会
長

を
選
出
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。世
界
百
四
十

万
近
く
の
会
員
、二
百
六
ヵ
国
加
入
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
国
際
協
会
会
長
、プ
レ
ジ
デ
ン
ト
を
四
国
か
ら
出

し
応
援
支
援
す
る
。並
み
大
抵
で
な
く
ビ
ッ
グ
ビ
ジ
ョ

ン
で
す
。い
ま
即
、四
国
全
員
が
総
意
決
意
を
し
て

も
、現
状
で
は
三
十
年
以
上
の
時
間
が
必
要
で
し
ょ

う
。そ
れ
だ
け
に
ビ
ジ
ョ
ン
が
楽
し
め
ま
す
。

　

ど
の
よ
う
に
計
画
し
推
進
し
、推
薦
し
、立
候
補
し
た

ら
国
際
会
長
に
就
任
で
き
る
の
か
研
究
が
必
要
で
す
。

　

国
際
大
会
選
挙
で
第
三
副
会
長
に
当
選
就
任
し

て
か
ら
も
二
年
必
要
で
す
。国
際
第
三
副
会
長
就
任

に
は
国
際
理
事
職
務
経
験
が
必
要
で
す
か
ら
、東
洋

東
南
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
国
際
理
事
に
推
挙
さ
れ
当

選
し
、世
界
大
会
で
認
証
が
必
要
で
す
。（
日
本
か
ら

国
際
理
事
は
毎
年
最
小
一
名
就
任
）

　

二
年
任
期
の
国
際
理
事
は
世
界
で
三
十
四
名
。

そ
の
中
で
活
動
が
特
に
優
秀
な
方
が
、国
際
本
部
執

行
役
員
に
推
挙
さ
れ
、尚
、国
際
本
部
執
行
役
員
と

し
て
優
秀
な
方
が
第
三
副
会
長
候
補
と
し
て
立
候
補

で
き
ま
す
。日
本
代
表
の
国
際
理
事
は
、立
候
補
制

で
地
区
ガ
バ
ナ
ー
歴
任
者
が
資
格
対
象
者
で
す
。地

区
ガ
バ
ナ
ー
就
任
に
は
第
一
・
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー

経
験
が
必
要
で
、地
区
大
会
選
挙
に
よ
る
各
ラ
ン
ク

毎
の
当
選
が
必
須
で
す
。

　

第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
立
候
補
者
は
ゾ
ー
ン
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
職
以
上
の
履
歴
者
か
ら
選
ば
れ
ま
す
。ゾ
ー

ン
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
職
は
ク
ラ
ブ
会
長
経
験
者
が
就
任

資
格
。世
界
ト
ッ
プ
の
国
際
会
長
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
は
、高

品
位
の
精
神
力
・
気
力
・
体
力
・
経
済
力
・
家
族
協
力

そ
し
て
組
織
支
援
等
、様
々
な
要
件
を
揃
え
、高
度

な
決
断
力
・
判
断
力
や
語
学
力
や
胆
力
と
実
行
力
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

長
期
は
国
際
会
長
選
出
。中
期
は
国
際
理
事
当

選
・
短
期
は
地
区
ガ
バ
ナ
ー
支
援
策
を
構
築
し
て
、権

力
主
義
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、世
界
を
リ
ー
ド
す
る

指
導
者
を
四
国
か
ら
選
出
す
る
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
提

案
し
ま
す
。コ
ロ
ナ
で
疲
弊
し
た
社
会
環
境
の
中
、将

来
の
世
界
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン

バ
ー
の
、四
国
地
区
全
体
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
て
、活

性
化
を
計
り
ま
し
ょ
う
。

　

四
国
は
令
和
三
年
現
在
、百
四
十
ク
ラ
ブ
会
員
数

約
五
千
名
で
構
成
。国
際
ル
ー
ル
で
は
千
二
百
五
十

人
会
員
と
三
十
五
ク
ラ
ブ
で
地
区
を
構
成
出
来
て
地

区
ガ
バ
ナ
ー
を
選
出
で
き
ま
す
。四
国
は
十
分
に
二

人
や
三
人
の
ガ
バ
ナ
ー
を
選
出
で
き
る
陣
容
が
あ
り

人
財
も
豊
富
で
す
。

　

こ
れ
迄
も
地
区
分
割
し
て
複
数
ガ
バ
ナ
ー
誕
生
へ

と
何
度
も
検
討
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。多
く
は
、よ
り

地
域
密
着
ガ
バ
ナ
ー
の
誕
生
と
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
固
定

化
に
よ
る
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
経
費
節
減
で
し
た
。任
期
一

年
制
度
の
執
行
年
度
で
は
決
着
に
至
る
ま
で
の
時
間

不
足
で
分
割
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。又
、四
国
分

割
反
対
論
も
根
強
く
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

状
況
が
大
き
く
変
化
し
た
の
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

技
術
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
発
展
進
化
で
す
。ク
ラ
ウ
ド
シ
ス

テ
ム
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
が
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
運
営
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

年
次
大
会
の
代
議
員
資
格
審
査
や
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
員

会
諮
問
集
約
や
ア
ワ
ー
ド
の
自
動
集
計
は
、世
界
に

先
駆
け
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
四
国
地
区
ウ
ェ
ッ
ブ

チ
ー
ム
の
功
績
で
す
。

　
「
四
国
は
ひ
と
つ
」の
高
邁
な
精
神
か
ら
、地
区
年
次

大
会
や
新
役
員
セ
ミ
ナ
ー
等
は
四
国
全
体
で
行
い
、国

際
役
員
で
あ
る
地
区
ガ
バ
ナ
ー
を
二
人
制
に
す
る
事

を
提
案
し
ま
す
。共
通
運
営
情
報
業
務
を
ク
ラ
ウ
ド

化
す
る
事
で
、大
世
帯
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
構
成
か
ら
コ
ン
パ

ク
ト
化
す
る
事
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
補
足
で
き
ま
す
。

　

過
疎
地
域
や
山
村
地
区
の
ク
ラ
ブ
会
員
が
、ガ
バ

ナ
ー
と
し
て
活
躍
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。

又
、地
域
密
着
の
ガ
バ
ナ
ー
活
動
が
容
易
と
な
り
、良

き
意
味
で
の
国
際
本
部
が
身
近
と
な
り
、ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ッ
プ
が
よ
り
発
揮
で
き

る
で
し
ょ
う
。

　

初
め
て
の
女
性
国
際
会
長
グ
ド
ラ
ン
百
二
代
会

長
は
、国
民
人
口
三
十
五
万
人
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
国

の
ご
出
身
。会
員
数
は
約
三
千
人
、国
民
百
人
に
ク

ラ
ブ
会
員
一
人
の
割
合
。ア
イ
ス
ラ
ン
ド
会
員
全
員

が
応
援
さ
れ
ま
し
た
。約
人
口
四
百
万
人
の
四
国
か

ら
国
際
会
長
を
目
指
し
て
も
な
ん
の
不
思
議
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　

地
区
分
割
や
複
数
ガ
バ
ナ
ー
選
出
前
の
必
須
事
項

で
あ
る
第
一
歩
は
、キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
固
定
化
し
な
い

方
策
で
の
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
業
務
の
ク
ラ
ウ
ド
化
。四
国

ど
の
地
域
か
ら
の
ガ
バ
ナ
ー
誕
生
が
容
易
に
な
り
ま

す
。キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
準
備
業
務
や
資
料
や
業
務
軽
減

化
が
大
幅
に
改
善
で
き
、そ
し
て
地
区
役
員
や
委
員

の
情
報
簡
素
化
等
に
な
り
ま
す
。ク
ラ
ウ
ド
が
進
行

す
れ
ば
議
論
沸
騰
が
予
測
さ
れ
る
地
区
分
割
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

　

四
国
の
会
員
、名
誉
顧
問
各
位
の
永
年
の
想
い
が

具
現
化
で
き
る
時
が
到
来
。コ
ロ
ナ
禍
を
福
と
な
す

時
で
す
。ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
社
会
元
気
運
動
の

ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、「
四
国
は
ひ
と
つ
か
ら
世
界

は
ひ
と
つ
」に
合
言
葉
を
変
え
で
動
き
ま
し
ょ
う
。

　

百
周
年
を
経
過
し
た
国
際
協
会
の
セ
カ
ン
ド
セ
ン

チ
ュ
リ
ー
プ
ラ
ン（
次
の
百
年
計
画
）の
合
言
葉
で
あ

る「
パ
ワ
ー
・
オ
ブ・ラ
イ
オ
ン
ズ
」は「
世
界
の
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
力
を
集
中
し
奉
仕
し
よ
う
」で
す
。三
三
六
Ａ
地

区
四
国
か
ら
行
動
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

松
前　

龍
宗

地
区
名
誉
顧
問
・

元
国
際
会
長
補
佐
官
・
元
ガ
バ
ナ
ー

ライオンズ・ビジョン
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ライオンズクラブ国際協会336-A地区

DISTRICT 336-A

SHIKOKU 第34回国際平和ポスターコンテスト 審査結果

清原　悠登
徳島県立富岡東中学校 1 年

岡﨑　勇太
今治市立日吉中学校 1 年

森田　結心
三木町立三木中学校 1 年

大田　澄
高松市立多肥小学校 6 年

有友　心
四万十市立中村中学校 1 年

十鳥　あかり
琴平町立琴平中学校 2 年

江口　順倫恋
高知県立中村中学校 1 年

2021～2022年度　
第34回国際平和ポスターコンテスト 審査結果

審査委員長賞

青少年・LCIF・ライオンズクエスト委員長賞
MC・ライオンズ情報地区誌・大会参加委員長賞

地区キャビネット会計賞

地区キャビネット幹事賞

地区ガバナー賞 最優秀賞

優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞
優秀賞

西川　俐緒
中島　彩葉
木下　みあ
大林　にか
粂井　優志
鳥羽　乙颯
長谷川 雪華
小松　にこ
河野　世奈
桒原　彩七

松山市立西中学校1年

松山市立南第二中学校1年

松山市立旭中学校1年

高松市立協和中学校1年

三木町立平井小学校5年

多度津町立豊原小学校6年

高知市立初月小学校6年

高知市立中村中学校1年

四万十市立中村中学校1年

鴨島第一中学校1年

この度、2021年11月21日に国際平和ポスター選考会が開催され、全応募作品数3,080点のうち各地区での1次審査を通過した179点で
の最終審査をしました。。会場に全数並べての選考の結果、17点が残り・・最優秀賞として森田結心(ユイ)さんが選ばれました。

青少年・LCIF・ライオンズクエスト 委員長　宮内 利弘（高松紫雲）

第34回　国際平和ポスターコンテスト テーマ「私たちはみんなつながっている」選考会
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DISTRICT 336-A

SHIKOKU 物故会員



ライオンズ・ビジョン

336-A地区会員現況

336-A地区会員現況

松山ホスト
松山東
砥部
松山つばき
松山城山
Z合計
松山道後
伊予
松山西
松前
松山北
松山湯築
松山城東
Z合計
北条
松山中央
松山南
松山金亀
松山白鷺
松山センチュリー
Z合計
R合計  
新居浜
新居浜中央
新居浜別子
新居浜ひうち
Z合計
今治
今治中央
今治東
今治くるしま
Z合計
伊予三島
川之江
伊予土居
四国中央法皇
川之江中央
Z合計
西条
東予
伊予小松
西条石鎚
Z合計
R合計
大洲
宇和
内子
野村
Z合計
八幡浜
三瓶
伊方
保内
八幡浜みなと
Z合計
宇和島
伊予吉田
南宇和
鬼北
Z合計
R合計  

37
48
56
64
42
247
57
41
50
22
29
62
27
288
20
117
45
57
67
39
345
880
61
12
29
45
147
57
47
42
41
187
39
48
50
32
18
187
67
52
13
44
176
697
42
46
51
16
155
37
14
34
15
43
143
34
20
34
37
125
423

34
51
56
61
45
247
58
43
53
23
30
62
26
295
20
113
45
57
67
38
340
882
62
11
32
50
155
61
46
42
39
188
41
45
50
32
17
185
67
52
13
45
177
705
41
44
53
16
154
37
14
36
15
41
143
32
20
35
38
125
422

-3
3
0
-3
3
0
1
2
3
1
1
0
-1
7
0
-4
0
0
0
-1
-5
2
1
-1
3
5
8
4
-1
0
-2
1
2
-3
0
0
-1
-2
0
0
0
1
1
8
-1
-2
2
0
-1
0
0
2
0
-2
0
-2
0
1
1
0
-1

R Z

1

1

2

3

1

2

3

1

2

3

4

2

3

クラブ名 期首 12月末 増減
高松
小豆島
小豆島東
高松葵
高松南
高松フェニックス
Z小計
高松東
高松西
直島
八栗
高松源平
Z小計
東かがわ
長尾
志度
三木さぬき
高松グリーン
Z小計
高松玉藻
高松栗林
高松屋島
高松紫雲
高松空港
高松北
Z小計
R合計
丸亀
坂出
坂出白峰
綾歌郡
丸亀京極
うたづ
坂出シニア
Z小計
観音寺
善通寺
多度津
三豊
こんぴら
観音寺中央
Z小計 
R合計
高知
高知柏
高知東
高知北
高知桜
高知とさみずき
Z小計
須崎
土佐
伊野
佐川越知
中土佐
Z小計
四万十
土佐清水
宿毛
大方
大正
Z小計 
R合計 

34
44
29
34
22
27
190
45
55
25
30
31
186
40
34
22
51
17
164
10
43
40
59
25
34
211
751
99
40
128
19
64
38
48
436
45
42
61
46
50
23
267
703
68
58
45
37
37
22
267
26
45
30
20
21
142
57
40
20
23
14
154
563

34
44
29
36
21
22
186
41
51
25
30
31
178
39
33
42
49
15
178
11
43
39
59
26
31
209
751
97
39
128
21
67
38
45
435
46
43
62
46
51
23
271
706
68
58
42
35
37
18
258
26
45
30
18
21
140
57
40
20
23
15
155
553

0
0
0
2
-1
-5
-4
-4
-4
0
0
0
-8
-1
-1
20
-2
-2
14
1
0
-1
0
1
-3
-2
0
-2
-1
0
2
3
0
-3
-1
1
1
1
0
1
0
4
3
0
0
-3
-2
0
-4
-9
0
0
0
-2
0
-2
0
0
0
0
1
1
-10

R Z

4

1

2

5

6

1

2

1

2

3

3

4

クラブ名 期首 12月末 増減
高知鷹城
室戸
南国
土佐香南
高知鏡川
Z小計
高知黒潮
土佐山田
土佐本山
高知南
高知よさこい
Z小計
高知桂
高知中央
高知安芸
高知りょうま
土佐国府
Z小計
R合計
徳島
小松島
阿南
徳島南
阿波勝浦
徳島マリンピア
徳島すだち
Z小計
徳島中央
石井
徳島城山
上板
徳島吉野川
土成
徳島やまもも
Z小計  
R合計
徳島眉山
鳴門
藍住
板野
鳴門西
北島
Z小計
阿波池田
脇
鴨島
阿波
神山
徳島藍
Z小計  
R合計  
地区合計

53
30
30
37
33
183
69
9
30
34
43
185
40
60
42
63
16
221
589
13
28
48
12
25
36
72
234
18
19
49
32
36
30
30
214
448
27
38
35
31
17
41
189
26
41
30
18
13
32
160
349
5,414

53
28
28
34
33
176
69
9
28
30
40
176
39
59
40
63
0

201
553
12
27
51
12
24
36
73
235
16
19
46
29
36
31
30
207
442
27
39
33
31
18
46
194
26
39
31
16
13
30
155
349
5,363

0
-2
-2
-3
0
-7
0
0
-2
-4
-3
-9
-1
-1
-2
0
-16
-20
-36
-1
-1
3
0
-1
0
1
1
-2
0
-3
-3
0
1
0
-7
-6
0
1
-2
0
1
5
5
0
-2
1
-2
0
-2
-5
0
-51

R Z

7

1

2

8

9

1

2

1

2

3

クラブ名 期首 12月末 増減

抽出期間：2021年7月～2021年12月

＊1月1日時点でのServannaAでの月別会員数とな
ります。
　ServannaAと国際協会のMyLCIとは切断されて
いるらめ情報の反映に時差が生じています。
＊人数には家族会員を含みます。   
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①氏名・享年　②LC名　③没年月日　令和4年1月15日現在で、ご確認できる方を掲載しています。※報告書に準じています。

物故会員

DISTRICT 336-A

SHIKOKU 物故会員

①稲葉　清一（62歳）
②7R-2Z高知よさこい
③2021年8月21日

①宮宇地　栄治（55歳）
②4R-2Z高松源平
③2021年8月23日

①今岡　徳治郎（94歳）
②2R-4Z西条
③2021年8月24日

①中山　冨貴雄（91歳）
②4R-1Z高松葵
③2021年9月2日

①東川　裕（90歳）
②7Ｒ-1Z南国
③2021年9月4日

①清家　万吉（74歳）
②3R-2Z八幡浜みなと
③2021年9月8日

①秋山　啓人（67歳）
②1R-1Z松山ホスト
③2021年9月11日

①永井　敏隆（68歳）
②1R-2Z松山道後
③2021年9月5日

①服部　文昭（92歳）
②8R-1Z小松島
③2021年9月29日

①原瀬　忠広（63歳）
②1R-3Z松山中央
③2021年10月1日

①天満　興三郎（75歳）
②8R-2Z徳島城山
③2021年10月12日

①矢野　俊幸（71歳）
②2R-3Z川之江中央
③2021年10月22日

①嶋田　幸信（88歳）
②5Ｒ-1Ｚ丸亀
③2021年11月5日

①廣瀬　郁夫（91歳）
②8R-2Z上板
③2021年11月27日

①多田　努（67歳）
②4R-3Ｚ三木さぬき
③2021年12月7日

①村上　順一郎（65歳）
②2R-1Z新居浜
③2021年12月22日

①三宅　昇（93歳）
②8R-2Z上板
③2021年12月17日

①大谷　章介（72歳）
②9R-1Z徳島眉山
③2021年12月15日

①中　周作（41歳）
②1R-3Z松山中央
③2022年1月12日

①明石　孝澄（92歳）
②3R-1Z宇和
③2022年1月10日

①吉田　稔（74歳）
②1R-2Z松山道後
③2021年11月2日

慎んでお悔やみ申し上げます



【記念ゴルフ大会 】
    ゴルフ場    鮎滝カントリークラブ
                   高松グランドカントリークラブ

    時間        スタート   7:30

    登録料      5,000円

                （プレー代は各自ご精算）

【エクスカーション 】 瀬戸内芸術祭見学
                   予定  小豆島・豊島・直島
 

【指名選挙会 】
    会場      レクザムホール  小ホール棟  4階大会議室ロビー
    時間      登録受付  7:20    投票  8:00～9:00

【分科会 】
    会場      第1分科会  大ホール棟  2階大ホール
                第2分科会  小ホール棟  2階小ホール
                第3分科会  小ホール棟  5階玉藻 A
                第4分科会  小ホール棟  5階玉藻 B
    時間      登録  9:00～9:30 　 分科会  9:30～10:30

【代議員総会 】
    会場      大ホール棟  2階大ホール
    時間      登録  10:30～11:00 　 総会  11:00～12:00

4月23日（土）4月23日（土） 4月24日（日）

レクザムホール
高松市玉藻町9-10
087-823-3131

JRホテルクレメント高松
高松市浜ノ町1-1
087-811-1111

ライオンズクラブ国際協会336-A地区

2022年4月23日（土）・24日（日）
「地区年次大会」in高松第
68
回

2021～2022年 
ライオンズクラブ国際協会

第116号　No.2 ・発行日/令和4年3月1日・発行所/336-A地区高松キャビネット・発行人/安戸照清
・企画編集/MC・ライオンズ情報・地区誌・大会参加委員会・印刷/（株）プリンツエーディー

336-A地区　高松キャビネット事務局

〒761-0104 香川県高松市高松町 2412-10 
カーザ・シェイロ・ジ・アムール 1- D
TEL 087-802-9192  FAX 087-802-9195  
E-mail:takamatsu2021@lci336a.org

【地区年次大会前夜祭 】
    会場         JRホテルクレメント高松  3階飛天

    時間         登録     17:30～
                   前夜祭  18:00～

    登録料     10,000円

【昼食会 】   12:00～13:00

【大会式典 】
    会場      大ホール棟  2階大ホール
    時間      登録 11:00 ～13:30 　 式典 13:00～15:00

【パレード 】  大会式典会場 → 晩餐会会場

【ガバナー晩餐会 】
    会場      JRホテルクレメント高松  3階
    登録      15:30～
                                                            登録料 8,000円

336-A地区会員現況


